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は じ め に

[

当協会 では,設 立の当初か ら,通 信 回線利用 の重要性 にかん がみ,特 別 に委

員会を置 いて,問 題点の調査,検 討 を行 な うとともに,関 係団体 とも協力 して,

関係方面 に対 し,通 信回線利用促進に関 し,しばしば要望 を行ったり,相 談室 を開

催 し,啓 蒙普 及をはか るなどの活動をつづけて きた。

同時 に,海 外主要国 におけ る通信 回線利 用に関 する実情 を調 査,把 握 し・わ

が国のこの部門 の進 展 に資す ることを目的 として,海 外調査団を派遣 している。

この報告書 は,昭 和47年 度 の調査 団報告 を とりま とめた ものであるが,ご

参考 にな りうれば幸 であ る。

なお,こ の調 査 について,ご 高配,ご 協力を賜わ った内外の関係者各位 の ご

好意 にあつ くお礼 申 し上げ る次第 である。

昭和48年.3月

財団法人 日本経営情報開発協会

理 事 長 稲 葉 秀 三
⑱

三
ぷ

∀

一1





調 査 団 派 遣 の 目 的

主 として,下 記事項 につ き現地調査 を行 ない,わ が国 におげ る遠 隔情報処理

の発展 に資 する。

1)公 衆網 の利用を 中心 とす る遠隔情報処理に関 す る政策∫計画,実 施状況,

問題点等

2)医 療分野 におけ るコン ピュータ利用に関す る政策,計 画,実 施 状況等

5)そ の他,遠 隔情報処理 に関する最近 の動向等

団 員 名 簿

㌧

、
●

団 長

団 員

古 河 潤

藤 井 亮

鈴 木 俊 也

中 山 晴 康

(財)日 本経営情報 開発協 会専務理事

当協会遠隔情報処理利用促進委 員会幹事

㈱ 日本情報 サ ービス常務取 締役

当協会遠隔情報処理 相談室常任 講師

日本情報 センター協会通信 回線委員会委員

長

農林 中央金庫事務合理化部長

EDPユ ーザー団体連合会通信 回線専門委

員会委員

(財)日 本経営情報開発協会企画部次長

兼国際 関係担当総括 マネジャー

一3一



性 格 別 ・,国別 往 訪 先

1.性 格 別,

○ 政 府 関 係

ア メ リ カ ・FCC'1

イ ギ リス ・貿 易 産i業 者,中 央 情 報 局,保 健 社 会 保 障 省,中 央 コ ン ピ ュ ー

タ 庁

フ ラ ン ス ・郵 政 省,工R工A,保 健 社 会 保 障 省

画 ド イ ツ ・郵 政 省,教 育 科 学 省,G.MnD.

ス ウ ェ ー デ ン ・中 央 通 信 管 理 庁,産 業 省

○ 情 報 処 理

ア メ リ カ ・GE,UN工VAC

O医 療 関 係(前 記 政 府 関 係 を 除 く)

西 ド イ ツ ・核 医 学 研 究 所

ス ウ ェ ー デ ン ・工BMMedicalCenter

Oそ の 他

イ ギ リ'ス ・英 国 コ ン ピ ュ ー タ 協 会,Compu七 θr,72,

フ ラ ン ス ・ 工BMラ ゴ ー ド研 究 所

イ タ リ ー ・UN工VAC－ 工nterrva七ionalE区ecutiVeCen七er,

UN工VAC-CentralEuropθanDivision,Oli▽e-

t七i,s工P,

ス イ ス ・ha七aCommunicationOθntθr-WTC,工BM

ス ウla－ デ ン ・ROyaユSwedishAcade町of玉 垣ginθ θringSci_

θncθs,S工BOL,

一－de一
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日 程 表

・

第1日 11/25(土) 羽田発
ロスア ンゼ
ルス着

・

ロ ス 泊

2 26(日)
ロス ア ンゼ
ル ス 発 ワシントン着 ワシン トン 泊

3 27(月) ワシン トン FCC'
.・. Uni▽ac ワシン トン泊

4 28(火) ワシントン発 ワシン トン (}E
● 機中泊

5 29(水) ロン ドン着 ロ ン ドン ロ ン ド ン

6 .50(木) ロ ン ドン 置 場 鍾 藁 屑 ロ ン ドン

7 12/1(金) ロ ン ドン 保 健 省
コンピュータ協 会

中央コンピゴ づ庁
ロ ン ドン

8 2(土) ロ ン ドン (ま とめ) ロ ン ドン

9 5(日) ロ ン ド ン (休 日) ロン ドン

10 4(月) ロン ドン着 パ リ着 コ ン ピ ュー タ'72展

1(移 ⑳

パ リ泊

11

-'

5(火) パ リ 郵 政 省 パ リ泊

6(水) パ リ 工R工A パ リ泊

13 7(木) パ リ発 ニ ー ス着 保 健 省 (移動) ニ ー ス 泊

14 8(金) ニ ー ス 工BMラ ゴ ー ド研 究 所 ニ ー ス 泊

15 9(土) ニ ー ス 発 ロ ー マ着 (ま とめ) (移動) ロー マ 泊

]6 10(日) ロ ー マ (休 日) ロー マ 泊

1ア 11(月) ロ ー マ
UN工VAC・ 工・E・C.C・E・D ロー マ 泊

18 12(火) ローマ 発 チ ュー リ ッ
ヒ着 オ リベ ッテ ィ S工P (移動) チ ュー リ ッ

ヒ泊

19 13(水) チ ュ ー リ ッ

ヒ発
ボン着 工BM-1).C.C. (移動) ボ ン泊

20 14(木) ボ ン 郵 政 省 ボ ン泊

21 15(金) ボ ン 教育科学者,GMD核 研
● ● ■

ボ ン泊

22 16(土) ボ ン発 ノツフ万グ着
(ま とめ) (移動) ハ ンフ九 グ泊

23 17(日) ハンブルグ着 ス トックホル

ム 着 (休 日) (移動)
ス トックホル
ム泊

24 18(月) ス トックホルム 工BM－ 医 学 セ ン タ ー

科 学 ア カ デ ミ ー

ス トックホル

ム泊

25 19(火) ス トックホルム S工BOL
中 央 通 信 管 理 庁

ス トック ホル

ム 泊

26 20(水)
ス トック ホ
ル ム発

(コ ペ ンハ
ー ゲ ン)経 由 産 業 省 (移動) 機中泊

27 21(木) 羽田発

一6一
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往 訪 先 面 接 者 名 簿

CentralOfficeofIIlformation

(HerculesRoad,工 」ondon,SEl)

Mr.D.Cooke

.Mr.E .W.A.Sanford

Mr.R.Hogarth

Mr.J.O1Brien

D・p…m・n・ ・fT・adea品1輌 ・rY1
,.,1._、 、

(霊.烈 謡o跳52Ho「sefe「 「yRoad')

Dr.Grahame・J.Dickins ,

Mr.D.W.B'eeching,ComputerSystemsand

ElectronicsDivision

D・pa・tm・nt。fH・aithandS。 ・i・1,Se .・u・ity

(R・yH。 ・ ・e・6St・A・drewStree.t.・ ・ ÷d…EC4)

Mr.E.J.C.Fowel1,TechnicalComputingService

Dr.G. .C,'Rivett,M・di・a10ffice・'・C・mputerP・1i・y
o

&Development

BritishComput6r'Society

(28P・ ・t1・ndPlace,fo・d6n,W1)

M・.M.C.A・hil1,Sec三 ・t・・y-G・n・ ・qlr-

C・ntralC・mp・t・ ・Ag・ecy-Ci・i1S・ ・viρ ⊇ 玲 …m・nt

(2隠 隠1;yBu'1d'ng(R..m900)'Wh'teha11')

Mr.G、H.Peτry,Head◎fComputerTebhniques

、.,Divisipn、.

Mrl.B6rnard'T.Smith
'

M。.A.M.M.Th。m、 。ntt'"`

.-7一



ρ

cComouteピ7Z

(01ympia,London)

o S。u、.Di・ecti・nd・1aT61らinf・ ・matiqu・,Mini・tb・ed・9Ψ ・』

PostesetTも16communications

(20,AvenuedeSもgur,Paris7。)

Mr,Jean-FranpoisG{iilbert,1ng6nieurd6s`T61も α)m-

munications

cIRIA'InstitutdeRecherche

d,1・f… ・・iq・ee・ 輌 ・。ma麺 ・'"⊇

(麗al蒜 驚 ㌶ 。.。。,,'亘□・ξ。ジ ・

Dr.'AndrもDanzin,Ditecteur

ぬ.J・ah-Pir・ ・e.Ay・au1亡

Mr』,Aina.zもBonnet

・Mini・tbred・1・S・ntさPubliqueet'd・1・.『t」6・urit6s6・i・1・

(!4,AvenueDuquesne,Parib.`7'e)'

pr・J・F・ 兵 輌 ・iqU・ ・Di・i・i・ ・ αg・ ・ir・ti…t
M6thodes二111formatique

、

o

C

CentrediEtudes&Recherches,1.B.M.LaGaude

(06・-LaGaude,France)
・ ∵ ・ ・.

Mr・Mぽ ・e所 長 代 理 、

Mr.Davanメ ッセー ジ ・ス ウ ィチ ング 部 マ ネ ジャ ー

Mr 、.Ogilvieコ ミ ュ.ニ ケ 一一シ ョ ン ・シ ス テ ム

Mr,Briquet"

{"・「 .1・ ・.',.

Univac-InternaticnalExecutiveCenter

(1169ViaCassia,OO18giRoma).

ヒ コ
Dr.R.Parratt,MIBI◎'Stpirector

監.晶 鷲 熟 迦ag'ngD'一
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◎

o

o

o

o

Uni▽ac-CentralEuropeaエ1Divi'siOn・.,1日 、

(漂 三∵'　 1eDe11乞9「'cOlt　 )

Mr.ErikH.Somerling,IndustryMi'i)rl〈eting

Manager⊃ ぶ:.

1・9;C・01i・ ・tti&C・S・P・A・

(R・ ・亘a-Pi・zZ・diSpagnaN.15)'

竺・・L・ ・'・A・Far蒜 言霊e・Relaz'?n'lnte∵ ・"

Mで.G三 〇vanniCalvett6

Stet.SQCietえFinanZiariaTelefOniqa,

(Vi・Ani・n・ ・.81・R。m・)

Dott.Ing.PietroMasarati,ViceDirettoreCentrale

.・.㌦ ・.STET',∴:

DataCommunicationCenter-WTC,IBM

(CH.8803RU、hlik。n,Sえum。 。誌 ・・、s・4-,Zurich
,Switzerland)

Dr.M.C.Andrews,Director

Dr.F.P.COrr

Mr.Y.Nishiumi'

iXiir.C.S.N6kes・.・1、.:…,

Mr.L.J.Endicott

Mr.G、J.Lissandrello

Mr.A.Maiuolo

Mr.J.LemeLope5層

Bundesminist6主iumf;rdasPδ5t-UndFemmei己e磯se亘 「

(53B。nn1;Ad・ ・au・rali・e1)

M・ ・.R・'殉f, ,DipL"一 ・・9・Chi・f
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1通 信 回線 に関する政 策お よびその利用状況

このた び視察 調 査 した ヨー ロ ッパ 諸国,即 ちイ ギ リス,フ ラン ス・ 西 ドイ ツ・

イ タ リー,ス ウ ェ ーデ ンにお・け る通 信 業務 は,何 れ も国 が専 掌 して い る。

従 っ て,国 の通 信 業務 専 掌権 を守 る ため,何 等 か の方法 で通 信 回 線の使用につ

いて 強 弱 の差 は あれ,何 れ も何 等 かρ規 制 を行 な って い る。 この歴 史を持った規

制 は,最 近 のE.D.Pの 発展 につれ,大 な り小 な リユ ーザの 回 線使用需要との

間 に軋 櫟 を生 じて来 て い る こ とは事 実 で あ る。

これ らの問 題 の 解決 には各 国 当局 何れ も頭 を悩 ま して い るが・ 総 じて その考

え方 は弾 力的 で,通 信 回線 の規 制 がE・D・Pの 発達 を阻 害 しな い よう・かo・

国 の通 信 業務 専 掌 権 を維 持 すべ く苦 心 してい るの が感 ぜ られ た。

この ため もあ り,多 ぐの 国 にお い ては,新 しいデ ータ伝送網 或 いはデ三夕伝送

用 ス イ ッチ ン グ セン ター網 を設 け,こ れ に チ ータ伝 送 を吸収 す る こ とによっ.て問

題 の大 部 分 を解決 しよ うと計 画 して い る.

専 用電 話 回線 の共 同使用,他 人 使 用 にっ い て も殆ん どの国 では,デ ータ通信に

つ いて は弾 力的 運 用 を図 り,わ れ われ の知 る限 りでは, .特にユ ー ザ ーから不満の

声は 聞 か れ なか った。

もっ とも ゴ ・ッパ に紺 るオ ン ・ライ ン ・システ 媒 英 国 を除けば躯 と

も,そ の 数 は まだ少 な い上,そ の シス テ ム も銀行,航 空 会社 を主 と し・また企業

内 シ ステ ム に止 まっ て い るケ ースが 多 い こ とは考 慮に入 れねば な る古 い。

1.ア メ リカ ・・'

ア メ リカにつ いて は既 に よ く知 られ て い る こ とで も あ り,今 回 は・ワシン ト

ンのF.C.C本 部 を往 訪 し,1971年 同 本部 が出 した 「最 終 決 定 と命令」の

その 後の トレ_ス と,HybridServiceに 対 す る考 え方 の 確認 を行 うにとど

めた 。

F.C.Cの 「最 終 決定 と命 令」 は,通 信会 社 の行 な うデ ー タ処 理サービス

一 一・13一
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を厳 しく規 制 し,こ れ を子 会 社 に行 な わせ る こ とを決 め る と同 時 に,子 会 社

との関 係 に も厳 しい制 限 を加 え た こ とが 注 目され る。

しか しなが ら,こ れ に対 しては,通 信 会社 の 反 対 が あ り,(迎E.Ser▽ice

OoiCporationとGTE工)ataSer▽ice工ncOrpora七edが 共 同 し'一(F.C.

、

σと国 を相 手 どっ て訴 訟 をお こ して い る。

この 裁 判は,1972年 中 には現 実 には行 な われ てお らず,従 って,こ の

「最 終決 定 と命 令」 は正 式 に は発効 してい ない。

次 に,こ の 「最終 決 定 と命 令 」 でF.C.C.が 明 らか に したffybrid

Sericeに つ い て若干 の確 認 を行 なっ た。

F.C.Clは,H)rbrid・Ser▽iceをHybridData・Processing

Ser▽iceとHybridCOmmuP.icatiOnServiceの2つ に わけ て概 念規 定

を行 な ったが,ど ち らの型 に,ど の よ うな サ ー ビス が属 す る か ガ イ ドライ ン

をつ ぐる こ とは 全 く困 難 で,今 の ところ ケ ース ・バ イ こケ ース で判断 せ ざ る

を得 ず,ケ ース に よ りそ の サ ー●ビスの 性 質 とメ ッセ ー ジめ量 と質 等 か ら考 え

る と して いる。'

現 在 ま で にF.C.C.が 審 査,決 定 を下 した も』の と しては,Bergen

BrunswigCorporationに よるPARA(}ONシ ス テ ムが あ る。

この シヌ テ ムは,薬 品卸売 業 者 で あるBergenBr㎜sw19社 の電 算機'と

この サ ー ビス加 入 者 の'薬品 小 売業 の ミニ コジ蛤'よ:び工/Oタ イ プ ライター を

結 ぶ ネ ッ トワー クをつ く り,在 庫 管理,請 求 書 作成,元 帳 の作 成,給 与 計算

サ ー ビス等 を親 会 社 が行 な う他 に,こ の ネ ッ トワ ー クを通 じて親 会社 か らの

会 員 サ ー ビス,価 格 変更 等 の ニ ュ ース,サ ー ビス を行 なお うとす る シス テ ム

で あ る。

この シス み は,F.C.C.に よっ てHybridDa七aProCes8エng

Ser▽iceで あ る と認 定 され た。

これ につ い てF・C・ ○・は,こ の ケ ーーースで は メ ッセ ージ通 信 と見 られ る も

の は,全 体 の遼 信量 の1%に 過 ぎな い の で,こ の決 定 を下 した がジ 実施 後,

一 ユ4一
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メッ"t・一ジ通 信 の分 量 が509bに もなっ た とす れば,F.C.○.は,す た考えを

変 え ねば な るまい と してい た。'

判 断 の基 礎 は,要 は権 利 の乱 用 に よっ て,公 共 に害 を与え ぬ こ とにあると説

い て い る。

な お,通 信 業者 の 行 な、うデ ータ ・プ ロセシ ング にっ い て厳 しい規制がなされ

る ことにっ い て,次 の よ うな ケ ース が 可能 か否 か の質 問 が 出 て い る。

これ は緊 急 電話 で あ る911番 の 加 入 者,例 え ば消防署,Etnergency

Opera七 工OnCen七er等 に,911番 に電話 が かか っ た場 合,そ の電話番号に

よっ て通信 業者 自身 の,ま たは そ の子 会社 の コ ン ピュ ー タを使 っ て即座に そ

の番 号 の所 在 地 を消防署 のORTや,テ レタ イ プ端末 に打 出 す システムである。

とれ に対 しF.℃.C.は,通 信 業者 自身の コ ン ピュー タを使 用 する場合は勿

論,子 会 社 が行 な う場 合 で も,,そ の子 会社 が親 会社 のデ ータ ・プ ロセッシング

以 外 行 なっ てい な い場 合 は,実 質HybridDa七aProcessing・Ser▽iceで

は ある が,何 等 これ を禁 止 す る もの で ない と説 明 して い:る。

メ ッセ ージ,ス イ ッチ ングの考 え 方 につ いては

Header
層

BOdy Tail

|

.上 図のBOdyに 変 更 な くDAT.Aが 送 られ る場 合 は・ メッセ ー ジ・スイッチン

グ と解 す べ きだ と考 え て い る。

増加 す る特殊 キ ャ リヤ ーの許 可 につ い ては,F.σ ・○.は 真 に ニーズがある

が 否 か,将 来 の需 要 が見 込 め るか否 か を考慮 して許 可 して い る と している、し

か し,国 柄 か らい っ て,競 争 が新 しいサ ー ビス と よ.りよ、い サ ー ビスを生むので

寧 ろ,独 占 よ り好 ま しい との 考 え 方 が基 本 に な って いる と考 え られ る。

デ_タ 通信 需 要 の急 増 に よ り,過 去 にN■tY・ マ ンハ ッタZ地 区で電話に障

害 を生 じた り,カ リフォルニ アで 自動 ダ イヤル 局 が 満杯 に な っ た例があり・デ

ー タ通 信 の需要 予測 の必要性 が 強 ま っ て い る。 β肌 の如 き コンモン'キ ャリ

ー15一



ヤ ーが行 なっ て い るが,何 れ も外 部 調査 会社 を利 用 した もの で あ ま り頼 りに

な ら な い。

工.B.M.が1975年 の予 測 を行 な う等 企 業内部 に は あ る よ うだが,企

業 秘 密 の点 で 入手 しが た い。

現 在,商 務 省,OfficeOfTeユecOmnuica七iOnが 需 要調 査 を計 画 中で

あ る。

2.ヨ 一 口 ツノ、

山 ヨー ロ ッパ諸 国の 回 線事 情

(/)ヨ ー ロッパに は15の 国 が あ り,各 国 が 人種 的 に も,歴 史 的 に も異 っ

て い る。 加 え て多 くの 国 は 面積 が小 さ い ため,デ ータ通 信 を考 え る と当

然 複数 の国 にま た が る こ とが 多 くな る。 この こ とは 複数 の最 大15の 通

信 回線 運 営 組織 体 を交 渉 相手 に せ ねば な らな い ことを意 味 し,こ れが 物

事 を非 常 に複 雑 に して い る。ま た,ヨ ー ロ ッパ の 多 くの国 に お い ては,

通 信 事 業 は 政府 の所 管 に属 してお り,政 府 は電 気通 信 を担 当 す る省,ま

たは政 府 が運 営 す る会社 を設 け 通信 事 業 に専 ら当 らせ て い る。 この ため,

法 律的規 制 も多 く,概 してrigidで あ る。

これ に加 え て,例 え ば,西 ドイ ツ で質 の良 い回 線 を借 りる こ とが 出来

て も,フ ランスの 回線 の 質 が 落 ちるた め,こ の 両回 線 を接続 した場 合,

高 い金 を出 して西 ドイ ツで 良質 の回 線 を借 りる ことが無 意 味 に な る とい

っ た こ とが 生 じる。

←)通 信 回線 の 質 は ア メ リカ,日 本 に比 し一 般 に 良 くな い。 即 ち,古 い設

備 が 多 く,普 及度 も低 い上,新 規 設備 投 資 も少 な い こと に起 因 す る と思

われ る。例 えば,完 全 に電 話 の 自動 交 換化 が 実施 さ れ て い るのは 西 ドイ

ツ,オ ランダ,ベ ル ギ ー デ ンマ ーク,ス ウェ ーデ ン,ル ク セ ンブ ルグ,

イギ リス(72年 未 完成 見込)の7カ 国 に過 ぎない。

通 信 回線 の質 か ら見 る と,ヨ ー ロッパ では西 ドイ ツが一 番 良 く,イ ギ

ー16一
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リ ス が こ れ に 次 ぎ,イ タ リ ー と フ ラ ン ス が 悪 い と い わ れ て い る。

との点,わ が 国の 場 合,戦 火の結 果 設備 が 更新 された こ と,戦 後電話が

普 及 し,こ の ため設 備 投 資 も集 中 的 に投 下 され た こと等 に よ り,設 備 も新

ら し く通信精 度 は高 く,恵 ま れ てい る、と いえ よ う。 この ように ヨーロッパ

諸 国 では,電 話 器,電 話 回線,交 換機 と も相 当 占い設 備 が今 なお使 われて

お り,従 っ て通 信精 度 も悪 い。 とこ ろが,近 年 デ ータ通 信需 要が急増 して

来 た が,現 在の 設 備 では 到底充 分 に これ に応 ず る ことが 出来ず,設 備更新

に多額 の資 本 を投 下 す る よ りは,寧 ろ,新 しいデ ータ用 通 信 網を設ける方

が 得 策 で あ る との考 え方 が 出 て いる。

㌧
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イギ リス

こ'のた び,イ ギ リスに お い ては先 方 との 都 合 が お りあわ なか った ので,英

国郵政公社 を訪問出来 なかったのは真 に残念 であった。 このため通信回線政

策 につい ては,昨 年 の 調査 団 の報告 を も とに随 所 で これ を確 認 す るに止 っ た。

イギ リス にお け る電 気 通信 事 業は電 信,電 話 とも1800年 来か ら民営 事

業 として発 展 して きたが,1900年 代 に入 り,こ れ らを 買収,国 営 に向 か

い1911年 に国 家 独 占 とな り郵 政 省 の専管 す る所 とな ったが,1969年

の法律 に よ り郵 政 公 社 にそ の運 営 が移 され た もの で あ る。

電気通 信事 業 は電 信法 に よっ て律せ られ,電 話 もこの 法律 の 対象 にな っ て

い る。

通 信 回線 の 使 用 に対 す る規 制 は,昨 年 の報告 に もあ る通 り,他 人 使 用 は 既

に 認め て お り,共 同使 用 に つ い て もコ ンピ ュー タ と接続 す る場 合に は弾 力的

に 考 え てい る。

即 ち,コ ン ピ ュータ と接 続 され る場 合は 勿論,コ ン ピュ ータで単 純 な交換

を行 う場 合 は認 め ないが,デ ー タ ・プ ロセ シ ングを行 な う場 合 は,入 力側 と

出 力側 は別 個の 通 信 で あ る との解 釈 の も とに認 め てい る。

イ ギ リス では,た また ま往 訪 中 に1972年 コ ン ピュ ー タ ・シ ョーの 開会

式 に招待 され,会 場 を一 掴す る機 会 に恵 まれ た。 こ こで は イ ギ リスの 郵政 公

社 が 出展 を し,職 員 を数 ・名常駐 させ デ ー タ伝送 回線 で あるDATELへ の宣伝を・

行 なって い た こ とは注 目 され る。

以下 に,そ の 時渡 され たパ ン フレ ッ トか ら,行 き と どい たPRの 一部 を紹

介 す る。

`
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Dateユ サ ー ビ ス 比 較 表 ・

Da七eユ

サーピヌ の

種 類

100

200

400

600

2400

2400

Diaユ ーup

48K

伝 送 路

専 用電 信回 線

テ レ ック ス 回 線

公 衆 電話 回線

専 用電 話 回線

公衆電 話 回 線

専 用 電話 回 線

公衆電 話 回線

専 用電 話 回線

専 用電 話回 線

公 衆電 話 回線
(計 画 ・)

公衆 電 話 回線

広帯域 専用回線

最高伝

送速度

O

S

5

Pb

011

50

300

500

600叉 は

300Hz

(ア ナログ)

60Q又 は

300Hz

(ア ナ ログ)

60〔〕/1200

60〔Y1200

2400

60〔M.200

・2400

48K

伝 ・送
'
モ ー ド

非同期

〃

〃

ノ

非同期

〃

〃

〃

同 期

〃

〃

〃

直列並

列の別

直 列

〃

〃

〃

直 列

〃

〃

''

〃

〃

〃

〃

備 考'

公社 は50'bpsテ レ プ リン ター を提

可能

公社 は7,5bpsの テ レ プ リン タ ー を提

供 可能

公社 は50bpsテ レ プ リン ター を提 供

可能

公 社 は200bpsの ス ピー ドは保 証 する

か,300bpsま で使 用可 能'

半二重式

〃

公社 は600bpsま で保 証 す る が,

1200bpsま で は使 用可能

公社 は1200bpsaで4線 式di証

公 社2400bPBの ス ピ ー ドは 保 証

な い 。 モ デ ム は600bpsで も

1200bpsに もス イ ッチ 可 能

〔一 ・19一



以 下 にDateユSθr▽1ceの 現在 お よび近 い将来 導 入 され るサ ー ビス を紹 介

す る。

公社 は 必要 の場 合 は 更 に機 能 を増 大 させ る予 定 で あ る。 総 ての]ta七eユ の

モ デ ムは接 続 され る広 範 な端末 機 に対 し標準 化 され た接 続 機能 を有 してい る。

ODa七eユ100

この サ ー ビスは最 高110bpsで 電 信 型 の デ ー タ伝送 を提 供す る もの で あ

る。 また,サ ー ビス は テ レ ックス回線 網 や専 用 電 信 回線,も し くは 端末 機 と

して働 くテ レ ックス,電 信 型機 器 に対 す る回線 サ ー ビス も含 ん で い る。

ODa七eユ200

この サ ー ビス は300bpsま で の ス ピー ドで,専 用 電話 回線 で あれ,公 衆

電 話 回線 で あれ,直 列二 重 式 デ ー タ伝送 を提供 す る もの で あ る。

低 コス トの 端 末機 の 中 で,こ のサ ー ビス に使用 出 来 る もの は,テ レ プ リ

ンタ ー,低 速 デ ータ ・プ リ ン タ ー,テ レ タ イプ,コ ンパ テ ィブル な機 器 で

あ る。

○]]a七e1400

今度 は じめ る この サ ー ビス は,自 動 計 測 的 な使 い 方 には 最 適 で あ る 。デ

ジタル な デ ー タ な ら600bps,ア ナ ログ な デ 一一タ な ら300Hzま で伝 送

可能 で あ る。 この サ ー ビス は公 衆 電 話回 線 また は半 二 重二 線 式 の専 用 電話 回

線 で サ ー ビス され る。 遠 隔地 の変 復調 器 は,天 候,破 壊 に備 え るため 特 別の

金属 ケ ースの もの が供 給 され 得 る。 端末 機 は,例 えば 特殊 な計測機 器,ユ ー

ザ ー設計 の デー タ集収 装 置 等 が使 用 出来 る。

ODa七e1600

この サ ー ビス は1,200bpsま で の ス ピー ドで専 用 で あれ 公 衆 で あれ 電 話

型 回線 に よる直列 デ ー タ伝送 サ ー ビス で あ る。 これ には 次 の2つ が あ る。

即 ち,600bpsと1,200bpsで 更 に75bpsも 提 供 可能 で ある。

端末 機 は種 々使 え るが,例 え ば,紙 テ ー プ伝 送 シス テム,VisuaユDisp－

ユaアUni七s高 速 プ リン ター-tSで ある。
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ODa七eユ2,400

Da七eユ の モ デ ム を 使 用 す る4線 式 専 用 電 話 回 線 に2,400bpsの ス ピ ー ド

で デ ー タ 伝 送 を 提 供 す る サ ー ビ ズ で あ る 。 ま た,75bps回 線 も 使 用 出 来 る。

公 衆 電 話 回 線 を 用 い600bpsで,ま た,場 合 に よ っ て は1,200bpsで

使 う こ と も 出 来 る 。 端 末 機 は リ モ ー ト ・ バ ッ チ,リ モ ー ト ・ジ ョ ッ ブ の タ ー

ミ ナ ル,Visua1Disp].a)rUnits,低 速 ラ イ ン プ リ ン タ 「 ミ ニ コ ン ビ=

一 夕 一 等 が 使 用 出 来 る 。

ODateユ2,400Diaユ ーup

公 衆 電 話 回 線 に よ る2,400bpsで の 伝 送 サ ー ビ ス で あ る 。Da七eユ2,400

Dia}up用 モ デ ム とDateユ2.400用 モ デ ム 間 で は,600bps・1・200

bpsで 使 用 可 能 で あ る 。 こ の サ ー ビ ス に 使 わ れ る 端 末 機 はDa七e■2・400の

場 合 と 同 様 で あ る 。

ODa七eユ48K

4,8Kbpsの 定 ス ピ ー ド に よ る 全 二 重 式 デ ー タ 伝 送 サ ー ビ ス で あ る 。

48KHz専 用 広 帯 域 回 線 はspecica1ユocaユendcircuitsと 共 用 出

来 る 。 コ ン ピ ュ ー タ は タ ー ミ ナ ル と して 使 用 し 得 る 。

○ エnternatiOnaユ]⊃ateユSer▽ ■CeS

現 在,Datel2,400,Dia1-upサ ー ビ ス を 除 き,公 衆 電 話 回 線 網 を 使

う サ ー ビ ス は ヨ ー ロ ッパ の 大 部 分,ア メ リ カ,そ の 他 の 国 に 接 続 が 可 能 で あ

る。,

OMidnigh七LineSer▽1ce

毎 日,午 前0時 か ら6時 ま で は,年 間 定 額 回 線 料 金 でSTD国 内 線 が 使 用

出 来 る 。 こ の サ ー ビ ス は,自 動 呼 出 装 置 付 の デ ー タ ・タ ー ミ ナ ル と の 接 続 に

有 効 に 使 用 さ れ よ う 。

以 上 の よ う に 真 に 親 切 なPRが 行 な わ れ'て い た こ と は 大 い に 参 考 と な っ

た.ま た,[lheNa七i・naユDataPr・ceSsエngSer▽iCeで は ・PIEIRT

Payr・1■,SaユesandmrchasθLedgerSystemf・ ・Buiユdersand
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Pユ ㎜b・r昌 ..P・y・ ・Uanqp・yp・KS・ ユ・・Acc・untingC・mp・ting

f・rC・ ㎜e・ ・eandエndu・ 七・rcの サ ー ビ ス を 実 施 し て い'る ・

、

'
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フ フ ン ス

フ ランス に おけ る通 信 業務 は,通 信 法 に よ り逓 信 省 が専掌 してい る。 フ ラ

ンスに お け るデ ー タ通 信 は1965年 か ら始 まっ た。即 ち,同 年 に は5,0・

bp9の テ レ ックスの デ ー一夕利 用 が,翌 年 に は電話 回 線 の利用 が 可能 とな っ た。

現在 は 別 表 ○ ように 多種類 の回 線 をデ ー タ伝送 に使 用出来 る状 態 に あ る。

即 ち,.テ レ ックス回 線,専 用 電 話回 線,加 入電話 回線 の各種 ス ピ ー ド回 線 に

加 え で,カ デ ユ ッセ ・デ ー・多用 ネ ッ ト網 も使用 が 出来 る。 カデュッセにつ い て

は 昨 年 の調 査 団報 告 に詳述 して あ るが,デ ー タ伝送 の ため 高速 回線 を必 要 と

す るが専 用 電 話 回線 では 価格 が 高過 ぎ る もの を対 象 と したデ ー タ用 ネ ッ ト網

で あ る。

ノ

ー
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デLタ 伝 送 サ ー ビスの 現 状

伝 送 速 度 伝 送 路 直列 ・並列
伝送 の別

通信方式
伝送線路
型 式

回線接続
装 置

備 考

50bi℃/s テレックス 回線 直 列 単 向 ・半二

重 ・全二 重

電信2線 武庫信回線用

アダプター

専用電信回線 同 上 同 上 同 上 同 上

100bi七/s テレ ック ス回線 同 上 同 上 同 上 同 上

専用電信回線 同 上 同 上 同 上 同 上

200bi烏/s

テレ ックス回 線 同 上 同 上 同 上 同 上

専用電信回線 同 上 同 上 同 上 同 上

加入電話回線 同 上 半二重

全二重

電 話

2線 式

一
モ ア ム

同 上

専用電話回線 同 上 同 上 同 『上 同 上

'

600/

1,200bi七/8

加入電話回線 同 上 半二重 同 上 同 上

専用電話回線 同 上 同 上
2線式
4線 式 同 上

2,400-

9600bi七/s

'C
aducθe 同 上 同 上 高品質

4線 式

モデム+

操作箱

2,400と4,800亘 レ盒

のモ デ ムは郵 政 省 が供

給 す る専用電話回線 同 上 同 上 同 上
一

モ ア ム

2,400- 、

72Kbi℃/s

ベ ースバ ン ド

専 用 回 線

同 上 同 上 高品質

4線 式

信号変

換装置

モデムは郵政省が供給

する

408/ク2Kbi顕 専 用 回 線 同 上 同 上 グル ー プ

第1級 国務

一.

モ ア ム モデムは郵政省が供給

する予定である

250Kbit/s 同 上 同 上 同 上 グル ー プ

第2級 固結

一 ◆

モア ム

!・卿 ・・ソ ・
同 上 同 上 同 上 MエC回 線 アダ プ ター
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広 帯 域 専用 回 線 は72年 か らサ ー ビス を行 な って い るが,現 在 使用 され て

い るの は 全国 で82.回 線,こ の うち,パ リ・一市 内 で73回 線 が使 わ れ てlhる 。

電 話 並 び に加 入 電 信の加 入 状 況 は 次の通 りで あ る。

加 入 数 内デ ー タ通信(7・1年)

専用 電 話 回 線3,5,0002,100

加 入電 話 回 線450万1,500

加 入 電信 回 線25,000・
層回

線 料 金 に つ いて は従 来 か らユ ーザ ーの声 と して専 用 電話 回 線料 金 が高 い

とい わ れ て来 た 。

そ の た め,1'年 半 程 まえ に料 金改 訂 を計 画 して来 たが大 蔵 省 の承 認 が 遅 れ

漸 く,1972年5月 に改 訂 を 行 な った。'この改 訂 の特 色は,専 用 電話回 線

料 金 の 遠距 離 を 引 き下 げ た こと,更 に550Km以 上 を同一 金 額 頭 打 ちに した

こ とに ある。 この料 金 引 き下げ に よ り需 要 は 更 に増大 す る もの と考 え られ る。

わが国 は ア3年 中 に公衆 電話 回線 は市 内 も時 分 割 に な るが,フ ランス の 場

合は 時分 制 に切換 え るには多 額 の 費用 を要す る と し,計 画 して い ない。 しか

しなカiらデ ー 極 信 の ・一ルは 多 くは長 鯛 で あ るの で隔 子 計 算撒 つ な
タ

ぐ醜 に だけ た タを 交換 局 畷 置 し・ 時分 搬 よる料 金 を縦 でい る・

会

妻

交 換 局
M－ 時 分 制用 メ・一一一夕ー

例 え ば上 図の ように,T.S.S.会 社 のCpuに 結 ばれ 為加 入 電話 回 線に

は メー_ターが取 り付 け られ,顧 客AはCpuを 呼 び出す 時 は市 内 料 金O・5フ

ラ ンを払 うの で あ.るが,3分 を こえ る使 用 時 間 は5分 毎 に α5フ ラ ンがT.

S.S.会 社 に電 話 局 か ら請 求 され る こ とに なっ て い る。-HT..S
『と

の 制度 に つい て は,小 丁.S.S.会 社 か ら,採 算 上 客か ら とらざ る を得

な い が,治 社 は必 ず しも客 に請 求 して眩 い ケース もあ り・ 競 争上 困 る と

一25－
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㌧の声 も出
てい る。

現 在 の専 用 電 話回 線 の料 金体 系 は 次回 の とお りで あ る。

図1.改 訂 前

回線種 類
距 離(DはKm)

0～10Km 10～50Km 50～400K血 400陥 以上

50bits/s
フラン

63十18D

フ ラン

123十12D

フラン573十3D

10〔し/200bi七 旦/s 63十18D 123十12D 498+4.5D

2線 式電話 63十18D 125+12Dフ ラン,
1

372粥Dフ ラツ

4線 式電話 2(63+18D)
フラン

2(i2靭2D)

フラン

(12汁12D>+ア23 (3725+5D芦723
'

高品質4線 式 2.2(65刊8D) 2.2(125+12D)
1.2(12刊2◎ ア

斗723

t2(3フ2計5D)

十725

グル ー プ回 線 8(65+18D)
8(123+12D《 ラン

8(372醐)

ス→ く一クル ープ 回 線 30(63+18D) 30(123+12D) ヨ〕(3723緬))

ノ

`

図2.改 訂 後 ,

0 10

『
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li

5・bi捧'嘘 垣 6辞18D 123+12D 57田 ・3D 1623

10〔ン200也t蛎

慮』 63十18D 123十12D 498柏5D- 2073;

ノ1

2Fi玉 丁凱 可h 63十19D 125十12D 24醐6D. 3603

}

4冗11S

q.胸]㎜ ユe
2(65十1E9)) 246←24D 606十12D

,.
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4民江S
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図1は197'2年5月 改 訂前 の もの で あ り,図2は 改 訂後 の もの で あ る。

次 にCaduceeを 利 用 した場 合 の料 金 を図3に 示す 。

図5・ 月額 基本 料 金(距 離 は 局か ら端末 間)(フ ラン)

Km 0～5

|

10 20 35

1

醜叫
1,000

900

通 常 回 線 400 500 700 goo

着信専用回線 300 400 600
、8dO{

・通 話 料 金(距 離 は局 間)(フ ラン)

注,6秒 毎 の料 金但 し最 低 料 金は1分 相 当額

1・ ・

19i金(・;ン)

50

0,012

1・d15・115・1… 250 500 50e以 上/

「

03610,048
|

0,060
'

0,072 0,084

`

以 上 の 料 金表 か ら,両 表 の比 較 を試 み た のが図4で あ り,専 用 電話 回線,

公 衆電 話 回線,テ レ ックス との 比較 が わ か る。 図 中,黒 太線 部分 は カ デ ュ セ

が 有利 な場 合 を示 す 。
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CoOt

Franc8

parjour

加

loo

500 1000
kitecerect6ree

perlour

通 信 回線 使 用 上の規 制 に つ い ては,わ が 国 にお・け る公 衆電 気 通 信法 の よ う

な もの は な く,政 令 的 な もので 定 め てお り概 して考 え方 は 自由 で あ る。

例 えば,メ ッセー ジ ・ス イ ッチ ング に関す る規 制 は ま だ な く,原 則 と して

は,メ ッセ ージ,ス イ ッチ ング は逓 信 省 の み が扱 うと して い るが,ケ ース ・

パ イ ・・ケ ース で判断 す る と してい る。下 図 の場 合 に おい て も,Aのcpuで デ
A

/＼ 戸
BO
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一夕の処 理 が行 なわれ て おれ ばB-A,C-Aの 通 信 は別 個 の通 信 と解 し,

B-A-Cの 通 信 も認 め てい る。 勿論,逓 信 省が 通 信 業 務 を専掌 してい るの

で,他 人 の通 信 の 媒介 の 禁止,或 いは共 同使用 に対 す る規 制 等は あ るが,取

扱 い は弾 力的 で あ り,専 用 回線と公衆回線の接続についても市外専用は一方の端末のみ

で,市 内専 用 は 両端 で接続 可能 で あ リユ ーザ ー側 か ら特 に 回線 使用 上 の問 題

は 聞 かれ ない よ うに見 受 け られ た。 なお,音 響 カ プ ラー は1971年 か ら既

に使 用 を認 め てお り,わ が国 と同 じく技術 基準 を定 め認 定 機 器の み を使用 さ

せ てい る。
リ

フ ラ ン ス に お け る デ ー タ 端 末 機 の 使 用 数 は5,600台 余 で 英 独 に 次 い で い

る 。1974年1月 の ア ン ケ ー トに よ れ は オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム 数 は225

(デ ー タ 伝 送58を 含 む)で あ り,そ の 主 な も の は 銀 行,保 険,座 席 予 約 の

シ ス テ ム で あ る 。,

例 え ば,

OAir]㌔ance座 席 予 約 シ ス テ ム

2,400bps,mnltipointLOOpLinesに よ りCRTを 端 末 に,パ リ

ー 市 内245全 部 で700営 業 所 を 結 ん で レ ス ポ ン ス ・タ イ ム5秒 と 称 し て い る。

○OreditDyて)nais

支 店tw1,000。 パ リ 「,リ ォ ン,ツ ー ル に セ ン タ ー を 置 き,セ ン タ ー 間

は ア2Kbps℃ そ の 他 は1,200bps㎜ ユ七ipOintLineで 結 ぶ 計 画 で

あ る 。

支店端末機

㍉ 〆 璽編 笠:蹴放…
　 ノ

時 ・/
づ 　 ノ

i＼図 灘 腰 　 　
タ 交換 局 、|
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フラ ンス郵 政 省 が1971年 デ ータ通 信 利 用者 に対 し行 なった ア ン ケ ー ト

ば興 味 深 い。 従 来,著 増 す るデ ータ通信 に関 す る情 報 源 は'

1.各 ユ ーザ か らの 個別 的 な提 出書 類

2.地 方毎 の デ ータ端末 機 数 の統 計

以 上 の2つ に限 られ てい た。 これ らは本 質 的 に量 的情 報 に と どま る。

そ こで郵政 省 は質 的,量 的 の両 面か ら実 態 を見極 わめ,利 用 者 の要 望 を知

り,デ ータ通 信 に 関 す る政 策 の指 針 とす るため,ア ンケ ー トを実 施す る こと

と した。 この ア ン ケ ー ト報 告 の 注 目すべ き点 を摘 記 す る。

(1)使 用 され てい るモ デ ム数 は4679,端 末 機 数 は6808で あ るが,

この うち,国 鉄 が モ デ ム164,端 末 機100Dの 大 口使 用者 であ る。

モデ ム数 の うち,649・ は200bpsま た はiそ れ以 下 の ス ピー ドの

もの で あ り,1200bps以 上 の もの は19.790(う ち,9600bps

以上 は1.ろ%)で ある。

(2)ユ ーザ ーの409・ は,提 供 され た サ ー ビス に満 足 してお り,不 満 を示
『"し た も

の は2.50/・vaと どま ら た。 具 体 的 な批 判 の2～5を 紹 介 す る と,

σ)"公 衆 電 話 網 に おけ る通話 切断 と雑 音,電 話 繁 忙 時 に おけ る話 中

(ロ)予 告 な しに行 なわれ る局 に よる工 事,更 に は工 事完 了通 知 の欠 如

ぐゾ 利用 上 に支 障 の あづ た場 合,交 渉 相手 の責 任 者 が 判 然 と しない こ と

等 が挙 げ ち れ て い る。

こ こで感 心 せ られ る こ とは,こ れ らア ン ケ ー トに ょる各種 の批 判 を入 れ,

郵 政当 局 が技術,'営 業両 面 にわ た る サ ー ビス を改 善 す る ため,直 ちに一 連 の

措 置 を とっ た こ とで あ る。 ..

即 ち,1971年 に はデ ー タ通 信 振興 セ ン ター(Centredep「omo-

tiOndelaT'ei6'inlor.ma七ique)を 開 設 した 。 この セ ン ターは,デ モ ン

ス トレrシ ョンに よ り,各 種 システ ムに つい て の生 きた現 在 の情報,将 来 の

予測 的 情報 を提 供 し,か つ,ユ ーザ ーの意 見 を 反映 す る場 所 と しての役割 を

与 え てい るほ か,デ ー タ通 信 に 関す る情 報,資 料 提 供 の場 となっ てお り,多
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くの利 用者 が あ る。

この ほ か,デ ータ通 信 に 関係 の あ る郵 政当 局 の職 員 の ため,視 聴 覚 研 修講

座 を定 期的 に開 催 し,こ こで将 来,地 方 部局 で の教 育講 座 に当 た る 「モ ニ タ

ー」 を も養成 して い る。 また,地 方 局 で は 広報 講座 も開始 され た。' 、

19'72年4月 には,特 別 通 信網 に関 す る指 導 セ ン ターが 開 設 さ れ た。 こ

こで は 回線 の ア フ ター ・・サ ー ビス どモ デ ムの供 給 ・保 守等 を行 なっ てい る。

なお,時 間 に よる料 金 の相 違は 下表 の とお りで ある 。

i時 間 帯 に よる割 引 率(1分 に つ き)
l

l週 日 土 曜.
上

日 曜

.・8時 一19時
1 06 a2!

19時 一24時

6障 一8時

a6 06 02

0時 一6時 02 α2 ・ ・i

＼
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イタ リー

イタ リーに おけ る電 気 通 信 業務 は,通 信 基本 法 で あ る郵便 電 気通 信法 に基

づ き政府 が これ を専 管す る こ とに な って い る。 しか しなが らこの こ とは必 ず

しも政府 が実 際 に 業務 を 自か ら行 な うこ とを意 味 す るわけ では ない 。

即 ち,電 気 通 信 業務 の歴 史 的発 展 か ら,'他 国 と異 り,'若 干 複雑 な形 を とっ

てい る 。勿論,一 部 の 業務 は政 府 が 直接 行 なっ てい るが,そ の 他 の 業務 は政

府 か ら特 別 の譲 許 を受け た会 社 に委 託 され て い る。例 え ば,わ が国 の電 々公

社 に相 当 す る のがS工Pで あ り,国 際電 信 電 話 会社 に相 当す るの が 工七aユー

cab].eと い う よ うに,

そ こで 先 づ イ タ リーにお・け る電気 通信 業務 の 組織 を説 明 す る必要 が あ る。

イ タ リーの通 信 事 業運 営 の主体 は郵便 電 気 通 信省 と7つ の政府 譲許 会 社 と

か らな っ てい る。

イ タ リーに おけ る あ らゆ る電気 通 信活 動 を監 督 す る立 場 に ある郵 便電 気通

信 省 は,ASST(AziendadiS七a七 〇periSer▽iziTelefOnic),

DirezioneCentraユeTeユegrafiお ・よびDirez工oneCentraユeSer-

▽iziRadioeユ θ七七r工ciを 組織 して,こ れ に よって 活動 してk・り,こ れ が

イ タ リー の電 気通 信 シ ステ ムの バ ック ボ ーン を形 成 して い る。

ASST(国 営 電話 庁)は ヨ ーロ ッパ並 び に地 中海 沿岸 地域 の諸 国 との間

の国 際電 話 お よび イ タ リー国 内 の主 要 な電 話地 域 間 の 市外 電 話を担 当 してい

る。

DCTは 郵 便 電 気通 信 省 の一 部 門 で あ る。

これ は,イ タ リー国 内 に おけ る電信 業務 お よび 電送 写真 サ ー ビス を行 な う

と と もに,国 内 外 の テ レ ック ス ・サ ー ビス を行 な って い る。

DirθzloneCen七raleServiziRadioe■e七triciは 同 様 に郵 便 電 気

通信 省 の 一部 門 で 国 内 ラジオ放送 並 びに船 舶 無 線 の運 用 に当 ら て い る。

7つ の 譲許 会 社 とは,RA工(Ra(liO七eユe▽isユOnθ1'taliana)S工P,

工七alcabla.Telespazio,RadiOs七a皿pa,S工R砿Telemarで あ る。
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この うち,5社 はSTETと ら う持株 会社 に よっ て管 理 され てい る 工R工

(産 業復 興公社.)の グル ープ に属 してい る。

RA工 は ラ ジオ,テ レ ビ放送 を 工七aユcableは 欧 州大 陸 以 外の 国 際電 信,

電話 を担 当す る。

TeユespaziOは 衛 星通信 回 線 の 供給 と地 上局 の オ ペ レ ーシ ョ ンを,Radio

s七ampaは 国 内の 新 聞用 テ レ プ リン ター一網 を,S工R叫Teユemarは 商船 用 ラ

ジ オ ・ス テ ー シ ョンの運 営 に当 る。

最 後 に最 も重要,か つ,大 手 のsiPに ふ れ よ う。sipは 政 府 か ら賦与 さ れ

た特 権 に よ り,ロ ・一 カル な電 話 と国営 電 話 庁の担 当 す る地 域 以 外 の国 内長距

離 電 話 サ ー ビス に当 っ てい る。

S工Pは55,000人 の要 員,1000万 セ ッ トを超 え る電 話 器 を もち,

1970年10月 か らは完 全 自動 交換 に なっ た。 この他 に もSIPは 電 話 に

よる国 営 放送 の番組 サ ー ビス,天 候,劇 場 等 に つい て の ニ ュース ・サ ー ビス

も行 な っ てい る。

また,S工Pは 北 部 イタ リーで100万 人 の加 入者 の 番号 デ ー タをZト ア

した大 型 コン ピ ュー タ と ヴ ィデ ェォ ・デ ィス プ レイ を結 び,交 換 手 が これ を

使 って番 号 問 い 合せ サ ー ビス を行 なっ てい る。

以 上 の よ うに非 常 に 複雑 な組 織 に よって運 営 され て い るが,各 社 は 何れ も

郵便 電 気通 信 省の監 督 下 に あ って,料 金等 も政府 が決 定 して い る。

デ ータ通信 は1965年 ～66年 か ら行 なわ れ てい る。 しか し回線 ス ピー

ドの 面 か ら専 用通 信 回 線が 多 く,そ の ス ピー ドは600bps,1200bps,

24001rpsで,モ デ ム は総 て 直 営 で あ る。更 に高 速 回 線 サ ー ビス を計 画 中

で あ る。

専 用 通信 回線 の使 用 につ い ては 同 一企 業 内 しか 認 め て お らず,所 謂 他人 使

用 は 回線 の再 販に な る と解 し認 め てい ないが,T.S・e・ の場 合 に つ いて は

メ ッ セ ージ ・ス イ ッチ ング とは解 してい ない模 様 で あ る。

概 して 回線 使用 に対 す る考 え方 は 厳格 で,デ 三夕 ・プ ロセ シング と メ ッセ
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一ジ ・ス イ ッチ ング を完 全 に分 け る こ とは 難 しい とは思 うが,原 則 は,デ ー

タ ・プ ロセ シ ング は 業者 に,メ ッセ ージ ・.スイ ッチ ン グはS工Pが 行 な うも

の と考 え たい と してい る。'"ン

この 点 か ら,例 え ば,銀 行 の ネ ッ トワー ク を他銀 行 のそ れ と結 ぶ ζ とも,

政 府以 外 に回 線業 が 出来 る とい う理 由か ら反 対 してい る。 た ㍉ この よ うな

企業 側 か らの需 要が 出 て来 てい る こ とは 確 で あ るので,別 途 詳 述 す る よ うに・

S工P自 身 が要 所 に メ ッセ ージ ・ス イ ッチ ング用 プ ロセ ッサ ーを設 置 し・ こ

れ を,そ れ らの特 別 なグ ル ープ に利用 させ て行 くこと で専 用 電話 回線 と公衆

電話 回線 の接続 の問 題 も含 め解 決 を考 え てい る。 ま た,将 来 は,Itaユcable

が ス イ ッチ ング用 セ ン タ ーを設 け国 際 線 とも結 ぶ 計 画 で あ るd

音 響 カ プ ラ ーの 使 用 につ い ては,法 律 的 な制 限 は ない が,技 術 的 に音 声 回

線 に障 害 を起 こす 可能 性 が あ る と してい る 。 もっ と も現在 の と こう,こ れ を

使 いたい とい う希望 も出 てい ない。S工Pと しては将 来 は,使 用 を考 え た い

と して い る。,

回線 使用 料 金は1・'972年8月 に改 訂 され た。 これは長 距 離 使 用料 を下 げ,

近 距 離使用 料 を上 げ た もの で あ る。 ヨー ロッパ では 音 声通 信 とデ ータ通 信 の 、

料 金は別建 に す べ きで,使 用 密度 の高 い デ ータ通 信 は送 出 ビ ッ ト量 に よっ て

価格 を決 め,音 声通 信 との調 整 を行 な うべ き だ との 考 え が 強い が,イ タ リー

に おい て も将 来 は送 出 ビッ ト量 によ って価 格 を決 め る ことが 考 え られ,こ の

場 合 に は専 用 線 の 共 同刮 用 とい うこ とも可能 に な ろ う。

夜 間割 引 に つ い ては 下 記時 間 は5割 安 で あ る。

.月曜 一 金 曜'20時30分 ～翌 日8時'
"
土 曜15時 …～月1雇8時

イ タ リー にお け る デ ー一夕用 端末機 は約4500台 で あ るが,こ の うち,専

用通 信 回 線 に接 続 され てい るのが3・000.,残 り1500が 公 衆通 信 回線 で

使 用 され てい る。

オ ンラ イ ン ・シス テ ム につ いて は上 述 の よ うな規 制 もあ り,全 国 的 な もの
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は少 な く,ま た,リ ヤル タ イ ムの数 も少 ない。

主 な もの は バンキ ン グ ・シス テ ム と航空 会 社が あげ られ る。 しか しなが ら

例 えば,ク レデ ィッ ト ・シラノ銀行 が リヤ ル タ イム を実 施 したが,こ の場 合

も地 域 毎 に行 なっ てお り,地 域 間 は 結 ば れ て● らず,同 一地 域 内 な らば どこ

で も預 金 の 出 し入れ が 出来 る。

AL工TA五[Aが 座 席予 約 を行 なっ ては い るが ～これ も全 国的 な もの で は な い。

何れ に して も,こ れ か ら との感 じで・SIPの 面 接 者 も・,これ か ら観 光事

業に 回線 利 用を奨 め た い と して い た。

イ タ リ_で は 郵便 電 気通 信 省,S工Pと も 自か らの手 でデ ー タサ ー ビス を

行 な って は お らず,か っ,計 画 も持 っ て い な い。

電 話料 金体 系 は次 の よ うに,い さ さか複 雑 な形 を とっ てし?る。

1.グ ル ープ別

地 方 ネ ッ トワー クは電 話 加入 者数 に よ?て 次の グル ー プに わ か れ る。

(1)第1グ ル ー プ

加 入者 数50.0以 上

(2)第2グ ル ープ

加 入者 数500未 満

更 に各 加 入 者 は下記 の3料 金 区 分 の何 れ か に属す る。

2.カ テ ゴ リイ

A政 府,地 方 自治体 等,国 ま たは法律 に よっ て予算 補 助 され る公 共

団体,官 立 学 校,新 聞放送 事 業

B－ 般住 宅 加入 者

C上 記A,Bに 属 さ ぬ加入 者

3.架 設費

下 記 の架設 費は,そ れぞ れ の地 方 ネ ッ トワ ーク内 での電 話 加 入 者 カテ ゴ リ

イ別 の 料 金 で あ る。

－t35-・ 一一



新 設 譲 渡 架 設

カ テ ゴ リ,イA,B5qoOOリ ラ30,000リ ラ

(52ド ノレ)(52ド ノレ)

カ テ ゴ リ イC50,000リ ラ50,000リ ラ

(86ド ノレ)(86ド ノレ)

カ テ ゴ リ イ0に 分 類 さ れ る 職 人,農 業 経 営 者 の 架 設 費 は 上 記 の 半 額 と す る。

4、 加 入 金

(1)第1ネ ッ ト ワ ー ク グ ル ー プ'・L

カ テ ゴ リ イA1,500リ ラ'2,6ド ル

カ.テ ゴ リ イB(専 用 加 入 線)4,500リ ラ7,7ド ル

カ テ ゴ リ イB(共 同 加 入 線)2,800リ ラ4,8ド ル

カ テ ゴ リ イC8,000リ ラ13,7ド ル

(2)第2ネ 。 ト ワ ー ク1・ ・、。 一一プ

カ テ ゴ リ イA1,500リ ラ2,6ド ル

カ テ ゴ リ イB(専 用 加 入 線)5,700リ ラ6,4ド ル

カ テ ゴ リ イC6,000リ ラ10,5Dレ

カテゴリイcに 頒 され繊 人礫 撒 瀦 の加入金は上記の半縦 坑

5.通 話 料

。 市 内 通 格 一25リ ラ4.5セ ン ト

コ イ ン ボ 。 ク ス 利 角 一5。 リ ラ,8..6セ ン ト

(公 衆電話)

。 長 距 離通 話 一い くつか の料 金 地区 に分 け られ る。

各 地 区は さ らにそ れぞ れ の地 方 ネ ッ トワ ークか らな る小地 域,区

画 に 分け られ る。

次 に示 す 長 距 離通話 料 金 は 自動,手 動 の 両 サ ー ビス に適 用 され る。
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6.自 動 サ ー ビ ス(S.T.D.)

。 距 離(Km)。 通 話 数 。 通 話 時 間

(1表 示 に つ きO.25リ ラ)

普 通 料 金 割 引 料 金

月 ～金8a工n--8:30pm佃 免8:301M-sarri

土;:5。 ・ln-11… 土1]ym-12:・ ・'

日24時 間

(亘)同 地 区 異 区 画 間 の 市 内 通 話1120秒

(2)黒 地 区 間 の 市 内 通 話

15160秒120秒

15--30132"64"

30-60117.5"35"

60-120112"24"

120-24019"18〃

240-18"16"

な お,1200bps専 用 電 話 回 線 の 料 金 の 各 国 比 較 を 示 す と 次 の 通 りで あ

る 。
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西 ドイ ツ

西 ドイ ツにお け る電 気通 信 の管 理 運営 は郵 便 とと もに連邦 郵政 大 臣の 所 管

で,古 くか ら国営 に よっ て運営 され て い る。 た ×運 営 につい ては ・郵 政 省 内

に も,も う少 し コマ ー シ ャル的 な ものに す る必 要 が あ るとの考 え は あ る模 様

で あ る。

デ ー タ伝 送 に つ い て は,1966年,デ ー タ網 の設置 を決定 してい るが・

元 来 西 ドイツ では テ レ ックスの 利 用 が進 ん で お り,テ レ ックス 網 が発 達 して

い たの で,こ れ を利 用 し,ス ピー ドも200bpsに ま でア ップ して来 た もの

が基 礎.を な して い る。

現在,テ レ ックス50bpsの 他,ダ テ ックス200bps,専 用 電 話 回 線 は

9600.bps(48Kbps,2Mbpsは 現在,実,験 中)公 衆電 話 回線 で2400

bpsま で使 用 可 能 で ある。

西 ドイ ツに お け る回線 使 用上 の規 制 は,他 の ヨー ロ ッパ諸 国 に比較 して概

して制 限的 で あ る。例 えば,西 ドイツ では 同一 施設 内 或い は 同一 企 業 の施 設

内 に おい ては 自 己 の回線 に よ り,専 ら 自己の 事 業 目的 に使 うため の 電 話 設備

を持 つ こ とが 許 され て い る。 しか しなが ら,こ れ を専 用回線 に結 ぶ こ とは 許

ぎ れ ない。 もし結 ぶ場 合 に は,そ の す べ てを郵 政 省 の シス テ ムに変 え なけ れ

ば な ら ない 。'この た め折 角高速,高 性 能 の ネ ッ ト ワ,一 クを設 け て も,こ れ

を公 衆電 話 回 線 に 結ん だ ため に性 能 が低 下 す る場 合 も生 じる。

E.D.Pが 進 むにつ れ,郵 政 省 のYギ ュ レ ーシ ョンが 色 々 な問題 を起 こ

してい る。

企 業 の デ ータ.・ネ ッ トワ ごクが増 大 す るに つれ,企 業間 の ネ ッ トワ ーク を

専 用 線 で結 び たい との要 望 が増 大 して い るが,同 一 企 業内の み しか メ ッセ ー

ジ ・ス イ ッチ ングは認 め られ ない。 但 し,国 際 間 を結 ぶ場合 は,航 空 会社 等

の 同一 企 業 に つ いて は認 め てい る。

この 例 と してはケ 鉄 道.航 空 会社, ,旅行 業者,ホ テ ル業者 に よって組 織 さ

れ るSTARTシ ス テ ム計 画が ある。
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プ ラ イ ベ ー ト ・ネ ッ ト ワ ー ク

鉄 道

航'空

旅行業者のネットワーク

T

T

T

ホテ ル

.こ の 場 合,旅 行 業者 の端 末機 か ら旅行 業者 のcpuを 通 じ専 用 電話 回線 で

STAJEa]シ ステ ムのcpuを 通 じ,例 え ば,航 空 会社 を呼 び 出 す必要 が あ るが,

これ は現在 許 され な い 。 も し これ を や る とず れ ぱ,Permanen七 ユyEstab－

ユishedcircuitを 使 わ ざる を得 ない。 この言 葉 は 真 に理 解 に苦 しむ言 葉

で あ 〉)たが,要 す るに 公 衆電 話 回線 を呼 び 出 して結 ぎっ ぱ な しに して お くこ

とを意 味 してい る と解 せ られ る。技 術 的 に見 れば,PermanentユyEstab－

工1shαdcircuitと 専用 電 話 回 数 の間 に は何等 の 相 違 も ない。

しか し,法 制 的 に見 る と大 きな違 いが あ る。通 信事 業 の法的 基礎 か らい っ

て,2つ の異 な る法 入 間 の 電気通 信 の媒介 は 西 ドイツ連 邦 郵政 省 の 責任 権 限

'に 属 す る
。従 って,私 企 業 間 の ネ ッ トワー クを郵 政省 の手 で,こ のPerma-

nentユyEstabl.ishedcircuiu(よ っ て シュ ミ"レー ト してい る。'勿論,

公 衆電 話網 は テ ンポ ラ リイ な接続 を前 提 と した もので あ り,Permanentユy

Establishedcircuitは 艮「!専用 電話 線 で あ る こ とは 明 らか で あ るが,郵

政 省 と しては技 術 的理 由か らで な く,法 制 上 の理 由か らEDPの ス ム ーズ な

尋入 を助け るため この よ うな概念を導入 したわけで,単 に中間的解決に過 ぎ

ない のは充分 承 知 の 上 の こ とで あ る。

唯 とめ場 合,回'線 の ス ピー ドが今 の と ころ,2400bpsに 止 ま'ってい る

ためepユ ーcpuと い うわ け に は行 か な い。STARTシ ス テ ム では一 旦 端末 機

に落 さ ざ るを得 まい。

更 に呼 出時 間 が200mセ コ ン ド,実 際 は幾 つか の 局 を経 由す るの で1秒

以 上 がか る こ とに な ぢ うが,こ れ も現 状 で は,致 し方 が ない と し・てい る。

も っ と もSTARTシ ス テ ム は まだ 始 ま っ たわけ で は な く,ひ とつの 例 と して

一一:42-
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挙 げ られ た もの に過 ぎない。

そ れ で は郵 政 省 の レ ギ ュレ ー シ ョンを変 え れ ば よい わけ であ るが,Perma-

nentlyEs七abUshedcircui七 を 使 わせ る方 が 郵政 省の収 入 が増 え るの

で変 更 す る気 は ない 。 もっ とも近 くEDS伝 送 網(HO七Lineサ ー ビス)を
●

設 け,こ の 種要 望 に応 え る計 画 で あ る。

西 ドイ ツ郵政 省 は デ ータ通 信 サ ー ビス を行 な ってい ない し,ま た,そ の 計

画 もない。 これ らは 郵政 省が40%の 出資 を し,ジ ー メジス,ニ クス ドル フ

等 の コ ン ピュ ータ ・メ ー カーが 出 資 して設立 され たDatel'cgが 行 なっ て い

る 。'

Da七 θユcoは セ ンタ ー を次 々に増 設 し,成 し(はタ ー ミナル を 開発 し,一 般

ユ ー ザ ー一((バ ッ ジ,リ モ ー ト ・ジ ョッ ブ或 い はT.S.S.の サ ー ビス を拡 大

し よ う と してい る。.

次表 の よ うに 西 ドイツは タ ー ミナル 使 用数 で は英 国 に 次い で い る。 この 使

用 者 の大 きな 部分 は銀 行 で あ る。'

現 在,連 邦 政府 の機 関 で あ る(}MD((}ese且8chaf七ft〔r・Ma七hema-

tik㎜dDa七enverarbeitUng)が 政 府 内 の コ ン ピュー タ ・ネ ・ トワ ー ク

の 研 究 の ひ とつ と してGMDを セ ン タ ー と し大 統 領府 と各 省 との 間の イ ン フ ォ

メ ーシ ョン ・リ トリーバル にT.S.S.を 使 っ て テス ト中で あ る。.

これ に よっ て各 省 に おい て もタ 一一ミナル 使用 の認 識 が 出て来 て大 蔵 省は 約

500の 端末 機 を導入,徴 税 の ため の ネ ッ トワ ー ク計 画 を考 え てい る。 これ

か らは政 府 部 内 に おい て も端 末 機 の使 用 が増 大 してゆ くもの と考 え られ る。
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ス ウ ェ ー デ ン

スウ ェ ごデ ンに おけ る通 信 業務 は,国 に よっ て運 営 され る事 業体 で あ る電

気 通 信庁(Televerkθt)に よっ て 管理 運 営 され る。 電気 通 信庁 は国 内,国

際 の電 話電 信,テ レ ック スそ の 他 一切 の通信 業務 に当 るが・.同 庁が 各 種 通信

殺 備 の一 部(交 換 機,電 話機 器)の 製 造 を行 なっ てい るのは 他 国 に ない特 色

で あ ろ う。

デ ータ伝送 サ ー ビスは,1962年 か ら行 なっ てお り,現 在 次 の よ うな回

線 を提供 して い る。

(1)公 衆 回線

200bps,600bps,1200bps,

但 し,場 所 に よる と60.Obpsが 最 高 で あ る。 現在,2400bpsを テ

ス ト中 で ある 。

(2)専 用回線

200bps,600bps,1200bps,2400bps

4800bps

現在,960GbPSの モ デ ムの テ ス トを行 な って い る。

この他,4α8Kbpsの 広帯 域専 用 回線75bps専 用 電報 回 線,50bps

テ レ ッ.クス回 線網 が あ る。
ヘ

モ デムは 直 営 に限 られ て お り,現 在 使 用 され てい るモ デ ム数は1600以 上

となっ て い る。

技 術 的,経 済的 条件 か ら公 衆通 信 回線 は 必ず しもす べ ての デ ー タ伝 送 に使

われ てい るわけ では ない。 多 くの場 合,専 用通 信 回線 に よって私 的 ネ ッ トワ

ー
、クが形 成 され て い る ・

もっ と も,こ の私 的 ネ ッ トワ ーク の 増 加は ス ウ ェ ーデ ンのみ な ら ず,他 の

国 で も同 じ傾 向 で は あ るが 。 この結 果,こ れ らの私 的 ネ ッ トワ ニク を相 互 に

結 び つけ る必 要,更 に は,サ ー ビス ・ビュ ー ロー等 に対 す る よ り精 巧 なス イ

ッチ ド ・デ ータ伝送 サ ー ビス の 必要 性 が 生 じて来 た。

-45一
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現 在,こ の私 的 ネ ッ トワ ークの最 大 の 利 用者 は銀 行 で あ る。 例 え ば,ス カ

ン ヂ ナ ビァ銀 行 は1972年 に ス タ ー ト し,680の タ ー ミナル,355の

ネ ヅ トワ ークを形成 しつ つ ある。

しか しなが ら,現 在 ス ウ ェ ーデ ンの コ ン ピ ュ ータ保 有 台数 は未 だ に800

余 台 で あ り,こ の約40%が 何等 か の形 で タ ー ミナル に結 ばれ ては い る が,

これ らは 銀行,大 学,航 空 会社,警 察等 に 限 られ てお り,こ れ らが 互 に結 ば

れ,デ ー タの ス イ ッチ ング の問 題 が生 じるのは 今 後の 問 題 と見 受け られ た。

この ため,例 え ば,専 用通 信 回線 と公 衆 通信 回線 の接 続につゐての 質問 に対

しては、 これ は問題 が ない との答 で あった が、 寧 ろ,ま だ余 り問題 にな っ て

い ない 感 じが 強か っ旋 。

・通 信 回 線料 金 は別 表 の とお りで,特 にデ ータ伝 送 の料 金 は な く。 また 夜間

特 別 料 金 制度 は検討 中 との こ とで現 在 は 存在 しない。

電 気通 信 庁 は,自 か らデ ー タ ・サ ー ビス を行 な って は い ない。 しか し,庁

内のE.D.P'.に はガ を入 れ て お り次 の よ うな計 画 を もって い る。

OTAD1.Ous七 〇mer's工nfOrma七iOn

1974年4月 に テス ト開始,1975年 に は ネ ッ トに よ り実 施予 定

OTAD11.Biユ ユingSJvs七em

]965年 にス タ ー トし,次 第 に シス テ ムを拡 大 中。 近 い 将来,TAD1

に 結 びつけ てゆ く。

OTAD12.Direc七 〇rアSyE七em

ダ イ レク ト ・メール ・シス テ ムで あ り,1974年 開始 予定'

OTA]⊃13.PayrOユ1S)rstem

10年 前に ス ター ト,19ア1年 にペ イ ロール ・ソ フ トを開発,現 在,事

務 職 員 に適 用 中 。'1973年 には全 職 員 に拡 大 。

タロ
OTAD16S七 〇reCOn七ro■9)アs七em

在 庫 管 理 シ ス テ ム 。1972年 秋 か ら 一 部 開 始

OTADIZSys七emfOr七heTrunkNe七wOrk
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庁 内 に 工BM570-155,、 同145を 設 置 。 現在,TAD1.1・1.

12.・ に注 力 中。

な お,中 央通 信 管理 庁 に よっ て提 供 ざ れ てい る モデ ムは 次の 通 りで ある。

け 直列 伝送 用 モ デ ム

200bps用 モデ ム

公衆 電 話網 も し くは専 用回 線 用

全 二 重

同期 も しくは非 同 期 伝送(モ デ ム に シ ンク ロ ナィ ザを 内蔵 で きない の

で,同 期 型 の場 合 は加 入 者 の 端末 機 器 に シ ンク ロ ナ イザ を装備 しなけ れ

は な らない)自 動 応答 付 も し くは無 し

600/1200bps用 モ デ ム'

公 衆電話 回 線網 も し くは専 用 回 線 用

2線 式:半 二 重

4線 式:全 二重

予備 回線 に接続 可

2400.bp・SEIiモ デ ム

FS変 調

専 用 回線 用

2線 式:半 二 重

4線 式:全 二 重

同期 も し くは 非 同期 伝送

シ ン クロ ナィ ザ取 付 可

1200bpsに 切 換 可

一47一



2400bps用 モ デ ム

位 相変 調

追 って通 知 あ る までは 専用 回 線 用 のみ ・.

4線 式:全 二 重

予 備 回線 に接続 可

.内蔵 シ ン方 ナ イ、ザ・ 醐 伝送

4800bps用 モ デ ム

多層 変 調

専用 回線 用

4線 式:全 二 重

内蔵 シン ク ロナ イザに
.よる同 期 伝送

2400,7200,9600bpsに 切換 可能,手 動 イ クオ ライザ内 蔵

ただ し,7200と9600bpsの 場 合 は現 在 開発 中 の 自動 イ ク オ ラ ィザ

を要 す る、

40800bPS用 モ デ ム

Fs変 調

広 帯域 専 用 回 線用(]2グ ル ー プ)

一 全 二重

内 蔵 シ ンク ロ ナイザ に よる同期 伝送'

2)並 列 電伝 用モ デ ム

この モ デ ムは 単純 な送 信装 置 と比較 的 複 雑 な受信 装 置 か らな るデ ータ収 集

シ ステ ム用 で あ る。

75キ ャ ラ クタ/秒 用 モ デ ム

ー4R一



公 衆 電 話網 と専 用 回線 用

単 方 向 送 受信

伝送 ス ピー ド最 高75キ ャラク タ/秒

監 視 用 の予備 チ ャン ネル(バ イ ナ リで は な い)。

,,4×10utOf4"コ 一一ドに ょる伝 送

音 声 応 答 用 タ ー ミナル

音 声応 答 システ ムの1部

伝送 ス ピー ト、 最 高20キ ャ ラクタ/秒

最 大 キ ャラ クタ数15

" ・2×10utof4"コ 一一ドに よ る伝送

監 視 の た め予備 チ ャンネ ル(光 学 信 号)
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ス ウ ェー デン に お け る デ ータ伝送 回路 の基 本構 成 図
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』 デ ー タ 通 信 網

1.こ の た び の 往 訪 国 で は,.'ア メ リ カ は も と よ り、,イ ギ リ ス,フ ラ ン ス,イ タ

リ ー,ド イ ジ,ス ウ ェ ー デ ン 等 い つ れ も デ ー タ 通 信 網 が 実 施 さ れ,ま た は,

計 画 が すXめ ら れ て い る 。

こ れ ら の う ち,イ ギ リ ス(パ ケ ッ ト交 換 網),フ ラ ン ス(カ デ ュ セ,エ ル

メ ス 計 画),ド イ ツ(EDS網)等 に つ い て は,前 回 の レ ポ ー ト で か な り ふ

れ て あ る の で,こ こ で は,イ ギ リ ス お よび ス ウ ェ ー デ ン で 得 ら れ た 情 報 を 中

心 に 簡 略 に 述 べ る こ と と す る 。

2.イ'ギ リ ス

(1)大 学 間 の コ ン ピ ュ ー タ を 通 信 回 線 で 結 ぶ 計 画 は 順 調 に すsん で お か,大

学 間 のNe七workに 関 す る 調 査 研 究 に つ い て は,す で にFユowersReport.

が 出 さ れ て い るo

エ ジ ン バ ラ 。 コ ン ピ ュ ー タ セ ン タ ー とDT工 と の 間 の 回 線 結 合 は,非 常

に よ く行 な わ れ て い るott・ ・一..

(2)卵 綱 領 舗 ぶN・twg・k(GAN亙T-Go▽e「-nmentAgency

Ne七work)に つ い て は,そ れ が ど う い う効 果 を も つ か に'つ き,DT工 は

・工jCLと 協 定 を 結 ん で 研 究 を 進 め て い る
。

(3)銀 行 は,夫 々,郵 政 公 社 か ら 回 線 を か り て 夫 々 のNetworkを 形 成 し て・

.い る6

4大 銀 行 は,清 算 所 へ つ な げ て い る 。

ま だ;『 国 際 間 の 銀 行 を 結 ぶNe七WOrkに っ い て は,SW工FT(.SOciθ 七y

fOrWOrldwide工nterbank'financiarlTieユecO㎜unica七iOn)に

お い て ア ン ケ ー ト を 実 施 中 で あ る っ

(4).8ECか ら 発 生 し た ヨ ー ロ ッ パ 各 国 をpな ぐEurOpean－ 工nforma七iOn

・'Ne七work・ 形 成 の 計 画 に つ い て は
,COS・T(Co-opera七ion

em・ ・p・2n・dan・ ユ・d㎝ ・iu§d・ ユ・R・ ・h・r・h・Sci・ntifuqu・

r51・ 一 ・
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e七Tec㎞ique司 ぬropean-'Co-opera七iOnin七heFie-]dOf

、ScientifiOandTeC㎞iCaユResearch)が 中 心 と な っ て す す め ら オz

て お り,す で に9ケ 国(イ ギ リ ス,フ ラ ン ス,イ タ リ ー,ス イ ス,ユrラ

ト・ム(国 際 原 子 力 機 構),・ ユ ー ゴ ス ラ ヴ ィ ア,ノ ー ル ウ ェ イ,ス ウ ェ ー デ

ン,ポ ル ト ガ ル)が 協 定 に 調 印 し た が,こ の う ち5ケ 国 巡 イ ギ リス,フ ラ

・ン ス
,ス イ ス,ノ ー ル ウ ェ イ,ス ウ ー=一一ーーデ ン)が 批 潅iず み で あ る 。6ケ 国

が 批 准 す れ ば こ の 計 画 は 成 立 す る こ と と な っ て い る 。 『ド イ ツ は 参 加 を 拒 否

し て い る 由 で あ る。一な お,こ の 計 画 は,パ ケ.ッ ト ・ ス ウ ィ チ ン グ 。 シ ス テ

ム を と っ て い るo・

5.ス ウ ェ 一一ア ン

(1)ス ウ ェーデ ンで は,通 信 回線 は,郵 政 省 の管 理下 にす るが,同 省 で は,

n962年 に デー一夕伝送 サ ー ビス を開 始 した。 これは,同 省 自侭 が デ ー タ処

理 を行 な う もの で は な く,ま た,将 来 にお い て もそ の よ うな考 え は ない と

の こ とで あ るo

次 に注 目され るの は,パ ブ リ ック 。ネ ッ トワー ク計 画 で あ る○

(2)パ ブ リック 。ネ ッ トワー ク計 画

ス・ウ ⇒一デ ンにお け るデ ー タ通 信 の統 一 的発 展 の ため に と るぺ き措置 に

つ き検 討 を開始 す る こ とを郵 政 省 が1 ,969年 に決 定 したoこ の検 討 の主 要

目的 は○・どの よ うな技 術 を採 用 す ぺ きか を決 定 す る こ とで あ り,ま た,そ

の基 本 的 な前 提条 件 は,ネ ッ トワー クはス ウィ ッチで ある べ き こ とお よび

諸 国 の デ ー タ 。ネ ッ トワーク と の間 の結 びつ きが で きる と と とい うこ と で

、 あ っ たσ

検 討 の結 果 はい ろい ろあ る が,そ の 中 で,パ ケ ッ ト。ス ウィチ ン グは,

トラフ ィック の量 が非 常 に大 きい場 合 には,有 効 で あ り,従 っ て,ス ウ ェ

ー デ ン・の デー タ ・ネ ッ トワー クは ,・サ ー キ ジ ト。ヌ ウ ィチ ング 。ネ ッ ト ワ

ー ク とし て設計 す べ きでは あ るが ,必 要 に応 じ,パ ケ ッ ト・ス ウ ィチ ング

が 導 入 で き るよ う考慮 す べ きであ る とい うこ どが あら た。'
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ま た,ス ゥィデ ・デ ー タ 。コ ミュ ニケ ー シ ョン 。サー ビス は,・ これを 用

い る こ とに よる利 益 が得 られ ない顧 客 に無理 強 い し ては な らな い が,統 一

さ れ たデ ー タ 。コ ミュ ニケ ー シ コンの技 術 と手 続 は是 非 と も必 要 で ある と

い うこ とで あ る。 さ らに,将 来,専 用 回線 にス ウィチ ング の ため の機 器 を'

導 入 す る方 法 や程 度 に つ いて検 討 す る必要 が ある。

な泡,本 格 的 な建設 をは じめ る前 に,試 験 的 な段 階 と してス トック ホ ル

ム,グ ッセ ン ブル グSls.よびマ ル モ の5都 市 に,コ ン セン トレ ー ター を設置

し,そ れ らを トランス ミッシ ョン シ ス テ ムに よっ て結 びつ け る小 規 模 計 画

が実 施 さ れ る こ と とな っ てい る とい うこ とで ある。

ス ウェー デ ンに おい て公 衆 デ ー タ 。ネ ッ トワーク の利点 と して次 の 点 が

』あげ られ
て い る。

。 新 種 の サ ー ビスが で きる よ うに なる。

。 保 守 管理 が統 一化 され る ので その 経 費 は安 くな り,ネ ッ ト ワーク全体

に つ い て集 中的 な操 業監 視 が で きる よ うにな る。

。 利 用 者 と管 理 当 局 の双 方 に とっ て,管 理 と相 互 通信 に伴 うい ろ い ろ な

問 題 が 合理 的 に 解決 で きるo^層

。 利 用者 と管理 当局 の 双 方 に対 し,共 通 の標 準 化 が実 施 で きるo

。 利 用者 が個 別 の ネ ッ トワー ク をつ くる と きに必 要 な最 初 の 支 出経 費 が

大 幅 に減 るd

。 設 備 余 力 に より,信 頼性 と利 便性 が大 き くな り,回 線 故 障 の場 合 に は,

別 回線 を使 う ことが で き る。

。 将 来,テ レ ックス とデ ー タ 。ネ ット ワー クの 統 合 が で きる ように な る。

。 将 来,PCMを 含 む す べ ての ディジタル通 信 を 統合 し うる道 が 開 け る。

なお,こ の計 画 は1974年 か らス ター トし,ア6年 か ら.は商業 用,77年

か ら78年 にか け て ス ウィチ ング シス テ ムの導 入 が考慮 さ れ てい る模 様 で

へ べ

あ る6・,'

一53一



(3)S工BOL

A成 立 の 背景

S工BOLは 将 来 の銀行 間 オ ン ライン 。総 合 支払 い につ い ての研 究 調 査

を行 う協 力機構 で あ る。

この機 構 が 生 れ た背景 と しては次 の よ うな もの が あっ た。

(1)全 て の銀 行 が,Compu七erに 高 い コス トを必 要 とす る とい うこ と

に気 付 い た こ とo

② オ ン ラ イン技 術 が発 達 し隔地 間 の情報 処理 が可能 とな りつ つ あ っ

た こ とo

(3)全 て の銀 行 は相互 依 存 関係 に あ る こ とに気付 い た こ と。

こ う した こ とか ら,全 て の銀 行が 力 を合 せ て ひ とつ の 目標 をた て重 複

した投 資 を避 け,k互 い に互 換 性 の ない ネ ッ トワ ークを作 る愚 を避iけ る

よう長期 的 な調 査 を行 うこ とにな った ので ある。

B機 構 組 織

ス ウ ェーデ ンの銀 行 家 協会,貯 蓄 銀行協 会,農 業 銀 行 協会,郵 便 銀 行

協 会 の4者 に よっ て構成 され,そ の組織 は第]図 の通 り であ る。 運 営 委

員 会 には,銀 行 の監 査 に 当 って いる監 督官 庁 か ら も1名 参 加 してい る。

そ の下 に技 術調 査,経 済 調 査 な どを担 当 す る プ ロジェ ク トマネ ー ジ ャが

2名 任 命 さ れ,日 常 の業 務 と して は4人 の技 術 者 関係 者 が顧 問 と して運

営 委員 会 や プ ロジ ェク トマ ネ ー ジ ャに ア ドバ イス を与 え,プ ロジ ェク、ト

チ ー ムの作 業の促 進 を計 っ て い る。

政府 関係 で は,銀 行監 査 をや るsupervisO]fyauthOrityが 保安 の

問 題 と と り組 み,政 府 のEDPを 担 当 してい る統計 部 門 も調 査 に参加 して

い るo

この委 員会 の 目標 は,

(1)全 国的 な オ ン ラ イ ンバ ンキ ング シ ステ ム の経済 的,技 術 的,政 策

的可 能 性 を追 求 し,シ ス テ ム導入 のた め の 必要 情報 を把握 して,完
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全 なデ ザ イ ンを画 くこ と。

② 銀 行 業界 で用 い られ る標 準 に つ い ての詳 細 な提案 を作成 す る こ と。

'(
3)銀 行 ネ ッ トワー クの今 後 の10年 間 の経 済性 と量的 分 折 を行 うこ ・

とる

(4)各 種 のデ ー ターバ ン ク組織 と政 府 機 関,PTT,等 との連 係 を保

つ と と であ るo .、

C計 画 の概 要

計 画 は 次の5段 階 にな っ てい る。

⑦ 第1段 階

S工BOLセ ンター を各銀 行 の,自 行 セン ターや,ジ ロー セ ンタ ー

を接 続 す る コ ミ=ニ ケ ーシ ョ ンセ ン タ ー とす る こ と。.(第2図 参 照)

(イ)第.、2段 階

S－工BOLセ ンター を増 設 す る と と もに,S'IB.O工 」セ ンタ ーー一とバ ン

ク タ ー ミナ ル,キ ャシ ュデ イ スペ ン サ ー,企 業 ター ミナ ル を 直結 し,

自行 シ ステ ムを持 た ない銀 行 に対 して もサ ー ビス が 出来 る体制 に す

る。(第3図 参 照)

ttt・一(ウ)第5段 階

IP。O。S.端末 を接続 し,小 売店 にお け る 自動 支 払い サ ー ビス が行 な

え る よ うに し,キ ャシ ュ レス社 会へ 近 づ く。(第4図 参 照)

この 段 階 にな る と,機 械 読 取 可 能 なバ ンク カー ドが普 及 し,現 金,

小 切 手,文 書,帳 票の 使 用 は ほ とん どな くなる。 さ らに最 終 的 に底

サ ー ビス地 域 を 単 にス エー デ ン国 内 に限 らず ス カ ンヂ ナ ビア諸 国全

域 に拡 げ る計 画 を もってい る。

D最 終 段 階 の機 能

最 終 段 階 で は,銀 行 の端末 機,キ ャシ ュデイ スペ ンサ ー,あ る いは各

企業,会 社 の 中 に設 け られ た端 末 機 や 商 店,デ パ ー ト内に 設 け られ た

BO.S.端 末 機 が,そ れ ぞ れS工BOLセ ンター に接 続 され,こ れ が
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S工BOLセ ン タ ー を 介 し て 銀 行 や ジ ャ イ ・の デ ・一 夕 一一セ ン、タ ー に 結 ば れ.

銀 行 の 端 末 機 や 会 社 端 末 機 と 連 る こ と に な る 。(ng4'図,・ 第5図 参 照)

ジ ャイ.ロ セ ン ターで は～ 現 在 は保険 掛金,・電 話料 金,自 動 車 等 の 月賦

な どの 支払 い に つ きペー パ ー や テ ー プを介 して企 業間 決 済 を行 な って い

る が,こ れが 直接 オ ン ラ イ ン処 理 され る亡 とに なる。

これ を一 般 顧 客 の側 か らみ る と,第6図 の 通 りで,統 一 され た規格 の

銀 行 カ ー ドを持 っ てい る。 顧 客 は,銀 行 の端 末機 にそれ を いれ て預 金 の

振 替 や 振 替送 金 を した り,小 売 店 の 端末機P.O。S.に そ れ を挿 入 す る こ と

に よ り,買 物 は現 金 な しで行 な う。 ま たは,キ ャシ ュデ イス ペ ン サ ーに

そ の カー ドを適 用 す る ことに よ'り何 時 で も現 金 を入 手す る こ とがで き るσ

さ らに は,家 庭 に端 末機 を設 置 す る こ とに よっ て,家 庭 にい なが ら,銀

行 間 で預金 の付替 を行 な った り,送 金 や支払 い が 出来 る よ うに なる。 も

ちろ ん,わ が 国の銀 行 間 預金 ネ ッ トワークに相 当す る加 盟 銀行 間 の預 金

の 相互 扱 い の サ ー ビス も受 け られ る。

'こ の機 能 を 商店 のR()
。S。を例 に とっ てみて み る と次 の通 り で ある。

す なわ ち,顧 客 が,商 店 で銀 行 カ ー ドを用 い 買物 をす る と,PgO。S。 は

S工BOLの 地 区 セ ンター に情 報 を伝 え,取 引銀 行(勾の 当 人 口座⑳ 残 高 を

確 認 し残 高 が 足 りれ ば商 取 引 を 「○。K」 して,商 店 の取 引 銀 行(Bの 当 該

商店 口座 へ入 金 し,銀 行 相互 間 の決 済 集計 をS工BOLセ ンタ ーが行 うこ

とに な る。

一 方 で は
・ これ らの 顧 客 の取 引 はS工BOIDセ ンタ ーを介 して 有効 な統

計 的 情報 を蓄 積,完 備 して ゆ くので ある。 そ して また この 統 計 な り蓄 積

情 報 な りが逆 にデ ーター 提供 諸 機 関 の大 い なる 参考 資料 と じて提 供 され

るの で あ る。 また統 計 局 と直結 す る こ とに よ り,銀 行 は人 口動態,課 税

記 録 や不 動産 登 録 簿 な どを統 計局 の資料 か ら直接 入 手す る こ とが で き る

し,逆 に統 計 局 で 必要 とす る新 しい デ ー ターを 銀 行 取 引 を 通 じ て

S工BOLを 介 し補給 す る こ とが で き るの であ る。. .、
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S工BOLの 報告 書 にお い ては,S工BOLシ ス テ ム を4つ の タ イ プに分

ご 類 して,そ れぞ れ の場 合 の 取扱 件 数 を次 の通 り推 定 して い る。

A1・=自 行 シ ステ ムを 有す る銀 行間 の バ ン キン グ シス テ ムの場 合

=-200百 万件/年 .

A2=自 行 シス テ ムを有 す る銀行 間 の バ/キ ン グ シス テ ムに加 え て,自

行 シ ステ ムを持 た ない 銀 行 を も加入 せ しめた場 合 一412百 万 件/年

く コズ トと しては1件 当 り自営 の場合 の 品 σで済 む 見込 であ る。)

B1=自 行 シス テAを 有 す る銀 行 お よび小 売店 のPe()・S・端 末設 置 店 を対

象 とす る場 合 一519百 万 件/年

B2=自 行 シ ス テ ムを有 す る銀 行 の ほ か 自行 シス テ ムを持 た ない銀 行 の

端末 お よび耳CLS。 端 末 を結 ん だ場 合 一667.百 万件/年

ES工BOL開 発 完了後 の成 果

(■S工BOLシ ス テ ム.開発 完 了後 のS工BOLが 果 しうるま た果 す べ き

機能 は 次の通 りで あ り,こ れ はい わ ばS工BOLの 最終 目標 ともい え

るo

(勾 支 払 い デー タ ー(銀 行 取引 デ ー タ ー)の 交 換 ・伝送 を完 遂 す る

機 能.一..

(匂 集 中決 済 を行 な うで と

(C)'直 結 され る端末 機 につ い ては,管 理 調整 を行 な う機 能

(司 支 払 命 令 に より実 際 の 処理 を行 な う

(e)事 故 カ ー ド等 支払 停 止登 録 を管 理 し適 切 な処理 をす る こ と

(⇒∵ 銀 行 カ ー ドの調 整 管 理

(g小 銀 行 カ ー ドを集 中 フ ァイル してそ の管 理 を行 な う機 能

倒 統 計 を作 成 ずる こ と

(イ)S工BOI」 シス テ ムが開 発完 了 した 場 合,そ め結果 え られ る利 点,

次 点 .ぱ次 の通 りで あ る○

まず 利 点 と して
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(鋤 個 人 顧客 は簡 単 な支 払手 段 と して 銀 行 カー ドを所 持 して,小 切

手 帳 よ り楽 に使 うこ とが で きる し,自 分 の銀 行預 金 残高 を直接 知

る こ ともで きるo

(b)端 末 機 を持 っ て い る商 店 は,Bqs。 シ ス テ ムを 利用 してす ばや

く売上 代 金 を入 金 し,現 金 払 い'を減 少 して,現 在 の シ ス テ ム よ り

も経済 的 で安 全性 の高 い もの とす る こ とがで き る。

(オ ン ラ イン シ ステ ムは,多 くの点 で現 在 の シス テ ム よ り安 全 で 一.

あ る とい うこ とが で きるか らで あ り,小 切 手 の偽 造 とか過振 りを

防 ぐことが で き る。)

(⇔ 銀 行 は取 引 に関 連 した 処理 に よ り 自動 的 にデ ー タ ーを集 め,よ

り良 い管 理 の可 能性 を もつ 。

次に起 り うるデ メ リッ トと して 次の こ とが考 え られ る。

(a)端 末 機 設置 の た め に追 加 投 資 が必要 で あ る。

円 現 在 の シ ス テ ム以 上 に事 故(ダ ウ ン)に 対 し,注 意 を払 わ ね ば

な ら ない 。 ダ ウンに よる被害 は 大 変大 き くな るか らで ある。

Fそ の他

これ らS工BOLの オ ン ライ ンネ ットワー クは最 初 は専 用 線 を用 い るが,

1970年 代後 半 に は,デ ーター一交 換網 が完備 され る予 定 で あ るの で,そ

の暁 に は当然 このデ ー タ ー交 換 網 が 利 用 され る こ とに な る。

そ して このS工BO1・ は,1975年 頃 まで に関連 す る原 貝ljの検 討を終え,

70年 代 の終bま でには,シ ス テ ム を完成 す る こ とが 出来 る よ う計 画 さ

れ て お り,SIBOLに つい て の調 査 報告 は4分 冊 で発表 され た。

第1巻 は全 体 を要 約 した トッ プマ ネ ジメ ン ト向 けの もの で,第2巻 は

シ ス テ ム レイ ア ウ トの 技術 的記述 で ある。 第3巻 は残 りの技 術 的問 題 と

標 準 化 とタ ー ミナ ルの イ ン タ ーフ ェ イ スをめ ぐる議 論,そ れ に経済 性 に

つ い て の議 論 が収 録 され てお り,最 後 の第4巻 は2部 に 分 け られて い て,

第1部 に はSecurityグ ル ープか らのネ ッ トワー ク に対 す る 要求 が 収 め
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られ『て い る。 第2部 で は,第2巻 の技 術 的問 題 点 を監 査 の立 場 か ら検 討

して 問題 が ないか ど うか 論 じて いるd

S工BOLの 如 き大規 模 な プ ロ ジ ェク トは,何 処の 国 で も実行可 能 とい

うの で は な く,ス ウェー デンに おい ては 国土 と経 済規 模 の割 に は,人 口 も

少 な く銀 行 数 も比較 的 少 数 で あ る と,一 方 では,恒 久 的 な労働 力 不 足

に より,非 効 率 的,非 生 産 的労働 を嫌 う気持 ちが強 い と い う 特 性 が

S工BOLの 存 在 と可能 性 を付与 した もの とい え るで あ ろ う。

さ らに注 目す べ きは,お 互 い に競争 関係 に あ る相互 の銀 行 が,大 同 団

結 して大 きな長 期 的 な計画 を共 通 の 目的 として,総 合利 用 シス テ ム を開

発 して ゆ こ う とす る こ とで あ る。

ス ウェーデ ンに は,す でに進 ん だ オ ン ライ ン システ ム を持 っ て い る銀

行 もあ るが,「 個 々 の独 立 した オ ン ラ インシ ステ ムは,い か な る もの と

い え ど も決 して ひ とつ の統 合 され た標 準 的全 国 システ ム より経 済 的,効

率 的 た りえ ない。」 とい うこ と を関係 者 は強 調 してい る。 もっ て他 山 の

石 とす べ きで あろ う。

'

L

●
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計

参 考 資 料

支 店 数 預 金 額 年 間 処 理

1,67925%〈 〆030,00027%160,000,00027%

1,804269,200,00040103,000,00017

75511835,000412,000,0002

2,565386,610,00029516,000,00054
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参 考 資 料

数 量 の 予 測

ス ウ ェ ー デ ン にk・ け るS工BOL

関 係 ペ イ メ ン ト(手 形 交 換,給 振)量

単 位 百 万 回

1970 1975 1980

銀 行 590 650 690

小 売 業 2,470 2,540 2,490

S工BOLに 関

す る サ ー ビ ス
200 21D 220

卜≡
ロ 5,260 5,380 5,400
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正 丁. S. S.

1.ア メ リ・カ

'こ の た びは ワシ ン トンに おい てG
.E.uni▽acを 訪 れ,ア メ リカに お け

るT.S.S.業 に つ き一 般論 を きい たに止 め た。

そ の要 旨 は次 の通 りで ある。

(1)T.S.S.は 多額 の投 資 を必 要 とす るが,顧 客 の使 う端末 機 は最 初 か ら急

増 す る もの では ない。1969年 頃 にはT.S.S.に 飛 びつ い た業 者 が 多 く,

乱 立 を見 た が,こ こ5年 位 に,相 当数 が 脱落 した。 そ のひ とつ の原因 は 身

分 不相 応 な投 資 を行 なっ食 業 者 が,顧 客 の需 要 が追付 かず,更 に激 しい 業

者 間 の競 争 もあ って景 気 不 況 に耐 え られ なか っ た こ とに よる。.

T.S.S.の 場 合,ひ とつ の 会社 に端 末 機 が 入 っても その会 社 の 多 くの社

員 が 端 末 機 の操 作 に 馴れ て来 て初 め て端 末 機 が増 設 さ れ る もの で あ る。 米

国 で は既 に大 学,高 校 で端末 機 の利 用 に つ い て教 育 してい るが,更 に小 学

校 で も教 育 が始 ま って い る。

(2)ソ ラ トウェア に相 当 の金 がか か る。 勿論,10年 前 には,づ ップ用 ソ フ

トで さえ1～2年 虫 とりに かか っ たが,ハ ー ドウェ ア とソ フ トウエ アの技

術 の 向上 に よ り今 では4週 間 もあれ ば よ くttっ てい るので,T.S.S.或 い

は オ ン ラ イン用 ソ フ トウエ ア も虫 と りの時 間 は 次第 に短 か くな るで あ ろ う。

然 し,現 在 で は まだ]～2年,座 席 予 約 の よ うな複i雑 な ソフ トウエ ア に な

る と最 低3年 は か かっ て い る。 この ソ フ トウエア の アフ ターケ ヤ に 多 くの

人 と金 が かか る こ とを忘 れ ては な ら ない。

(3)T.S.S.に とっ て セキ ユ リイ チ イ ・シ ス テ ムが充 分 か否 かは最 重 要 の ポ

イ ン トで あ り,顧 客 の信 用 を失 うほ ど恐 ろ しい ものは ない。 この た め 工.B・

M.G.E.等 何 れ もこれ に多額 の投 資 を行 な っ てい る。

例 えば,G.E.は 現 在,ク リー ブ ラ ン ドの ス ーパ ー 。セ ン タ ー-va,各 所

に あ っ た コン ピ ュー タ 。セ ンタ ー を集 中 しつ つ あ るが,こ の理 由 の ひ とつ
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は セキ ユ リイチ イ ・シぞ テ ムに 多大 の金 が かか り,数 多 くの セ ンター を持

.つ のは不 経済 で あ る こ とに あ る。 もっ と も,今 ひ とつ には 多 くの優 秀 な人

材 を分散 した くない こ と も理 由に は な っ てい る模 様 で あ る。

まだ;「'・G'.E.・で は過 去 数 回 にわ た りG.E.のT.S.S.の 端 末 か ら他 人 の

プ ログ ラムを盗 む 実験 を行 な わせ て来 た が成 功 した例 は ない とい って じ・た。

セキ ユ リ.・t.テイ.eシ 」・,テムに対 す る関 心 は大変 な もの で,5000以 上

の顧 客 の パ ス ワー ドは何 時 で も即座 に変 更 出来 る よ うに なっ て い る こ と,

政 府 の 数千 万 弗 に達 す る仕 事 を フ ァイル の内容 を時 々調 査 した い との条 件

が あっ た の で,'シ ス テ ムの 内容 が もれ る こ とを防 ぐた め断 わ らざ るを得 な

か っ た こ と等 が強 調 された 。 も

(4)T.S.S.は 科 学技 術 計 算 で ス タ一一トした が,既 に この場 は競 争 が激 し く

甘 味 は少 ない 。'最近 は 回線 の ス ピ ー ド 。ア ッ プに よ り次 第 に事務 計 算分 野

が開拓 さ れてkSり,工.B.]止2780等 の端 末機 を使 い,マ ー ク 』1のも と

で在庫,給 与等 の事務 計 算 を行 な って い る。1973年 には ヨー ロッパ に

対 しハ イ 。ス ピー ド ・サ ー ビス を行 な う予牢 で あ る。

(5)T.S.S.の 採 算 は一 般 に余 り好 ま い(も の では ない。 ア メ リカのT.S.

S.会 社'は全 国 ネ ッ トを持 って い る もの は極 く少 数 で,多 くは ロ ーカル な

サ ー ビス を行 な って い る。然 し,こ の中 で黒字 会 社 は極 く少 な く,黒 字 の

場 合 も,そ の額 は決 して大 きな もの では な い。

競 争 は非 常 に激 しい。G.E.の 場 合 は世 界各 国 の時 差 を利 用 し,マ シ ン

を フル に利 用 して い る のが強 味 で あ る。,更に 良 い シス テ ム,良 い ソ フ トウ

ェ ア を持 つ こ とが競 争 に勝 つ ため の条 件 であ る。

㈲ 日本 で'は公衆 電 話 の回 線 の開 放 に より,こ れ か らT.S.S.が 始 ま るわ け

・ で あるが,ア メ リカの経 験 か らい っ て,慎 重 に,90Sユowlyで 進 め るべ

きだ との忠言 が あっ た 。
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'

2.ヨ ー ロッパ各 国 の現 状

こん どの観 察 団 の主 目的 が 回線 事情 と医療 シス テ ムにあ っ たの でT,b-1.S.

の調 査 は充 分 には行 なえ なか っ た。

然 し,機 会 あ る毎 に各 国 郵政 省,あ る いはP.T.T.等 にT.S.S.の 現 況 を き

い てみ た。

一 般 的 に い って,日 本 と比較 し,ヨ ー ロッパ各 国 ではT.S.S.に 大 きな関 心

が ある とは思 えな か っ た。 亡 れは ア メ リカ と比 較 して も意 外 の感 が あっ た。

概 して ヨー ロ ッパ にお け るT.S.S.は ア メ リカ資本 に よっ て先行 され て お

り,そ の市場 も未 だ 大 き くない よ うに見 られ た。

イギ リ・ス

イ ギ リ ス に は,H・n・yw・ ■1,■ ・T・T∴LB・M・Pni▽ ・r・ity .

COmputing,等 ア メ リ カ 系 丁.S.S.会 社 が 進 出 し て お り,こ れ.に 対 し イ ギ

リ、ス の コ ン'ピ ュ 一 夕(・"メー4.カ ー で あ る 国 策 会 社LC.L.が60%出 資 し て い

るBaricCOmputingServiOeco.,が が ん ば っ て い る の が 目立 つ 。

フ フ ン ス

T.S.S.の シ ス テ ム 数 は15で あ る 。

工.B.M.'4シ ス テ ム

(}.E.6シ ズ テ ム

Telesys七em,」

S[1]AD

SEMA

GEGOS...・

CFRO

こ の 中 でTelらsysteエnは フ ラ ン ス 逓 信 省 が51%出 資 し て 出 来 た 会 社 で あ

る フ ラ ン ス,ケ ー ブ ル の 子 会 社 で 逓 信 省 か ら 出 向 職 員 も 出 て い る 。

こ のTθ ■esystemはC.LLS.D.S.C・D・C・ 等 の コ ン ピ ュ ー タ を

使 い バ ッ チ,リ モ ー トバ ッ チ,T.S.S.の 他M/Tの 電 送 サ ー ピ スーを 行 な っ
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て い る 。

イ タ リ ー

こ こ で もHoneywθ1ユ が 市 場 を 支 配 して い る 。{967年 か ら営 業 し て お

り,MARK工,同ffを 使 い 市 場 の70%を お さ え て い る 。 主 体 は 科 学 技

術 計 算 で あ る が,次 第 に 事 務 計 算 に も 進 出 し て お り,こ れ に 伴 い タ ー ミ ナ ル

が 高 級 化 し,こ こ に オ リ ベ ッ テ ィ が 売b込 ん で い る 。 こ の 他,工 ・B・M・ が

OAIＬL360で,サ ー ビ ス を 行 う他,C.D.C.等 米 系 資 本 の 会 社 が 目立

っ て い る 。

西 ド イ ツ .・ ㌧

西 ド イ ツvak・ け るT.S.S.はHOneyweユ ユ が4セ ン タ ー を 配 し過 半 数 の 顧

客 を 集 め てk・b,工.B.Mボ エ.T.T.等 が こ れ に 次 ぎ 殆 ん ど外 資 系 に 占 め ら

れ て い る 模 様 で あ る 。

も っ と も,同 国G.M.D.((}ese■ ユschaf七fUr「Vlathe皿atikund

Davten▽erarbeitung)の 職 員 は,ヨ ー ロ ッ パ 人 は 一 般 に 自 己 主 義 で あ る

が,中 で も ドイ ツ 人 は 著 し く,何 で も 自 分 で や り た が り 他 人 の も の は 使 い た

が ら な い 。 こ の た め タ ー ミ ナ ル,ソ フ ト ウ エ ア は 勿 論 の こ と,T.S.S.に っ

い て も こ の 性 格 が 現 わ れ,今 ひ と つ 発 展 し な い 。

非 常 に 大 き な 無 駄 で あ る と 思 うが,国 民 が こ れ に 気 付 く ま で に は 多 大 の 月

謝 を 必 要 と す る と い っ て い た 。

'スウ
ェ ー デ ン

TSS実 施 会 社 は6社 で あ る が,市 場 規 模 は ま だ 小 さ い 模 様 で あ る 。 実

施 会 社 は,1.B.M.C.D.C.HOneywe且 等 で あ る 。
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IV医 療 分野 に おけ る コ ン ピュ ータO利 用

tヨ ー ロ ッパ にお いて は, .医療 は2つ の部 門 にわ け て考 え る必 要 が あ る 。

ひ とつ はMed工caユCare(以 下M・ ,Cと い う)で ・ 他 はSOCia■gare

(以 下S・Cと い う)・で あ るが,ほ とん どの国 で は,M・qは,.S・C計 画 の

一部 とな ってい る
。M・Cと は社 会福 祉 で あ り,各 種 年金,健 康 保 険,傷 病 保

:険等 を さす
。"

それ らの 運 用 形態 は 大別 して,政 府 機 関(Nationa1工nstitute)が100

%運 営 して い る もの,政 府 の監督 の下 に私 企 業が 運 営 して い る もの とに わげ ら

れ る。従 っ て・S・CとM・Cが 完全 に民 間 の運営 に まか され て い る 国 は・ 現

在 の ヨー ロ ッパ には な く,保 険 会社 が 民営 で あっ て も,そ れ は政府 の監 督 下 に

あ るわ け で あ る。

ま た1、興 味深 い こ とは,医 師 に も2種 類 あ り,ひ とつ は,PriVateDoctor

で これ はす.ぐ にみ て くれ るが 高価 で,他 は,Gover㎜en七(Offic・ial)

Doctor(患 者 は,予 め,登 録 してお く)で ・ これ は・
、保険 で無料 で あ るが ・

手 の こん だ検査 をす る場 合 にダ か な りの期 間 待 た な ければ な らない こ とが あ る。

(ち なみに 風邪を ひい た らGO▽ θrnmentDOc七 〇rに,重 病 の ときはPriヤa七 θ

DOc七 〇rに かSれ とい うこ とばが あ るそ うで あ る。)

ノ

2.今,あ る(}o▽er㎜en七Doctorが,50入 の患者 をかsえ て い て,患 者`i?

加 入 して い る保 険 会 社 が30あ る とす れ ば,医 師の 手続 は極 め て繁 雑 に な る。

そ こで,ド イ ツの例 で あ るが,全 国 を38の 地域 に わけ て,医 師 が集 っ てKA

vと い う組 織 を各 地 域 毎 につ くり,こ れが 医 師 に代 って保 険 金 関係 め事 務 を処'

理 して い る。現 在,、t医師 とKAVと の 間 の連 絡通 信 リンクは な いが,将 来 は,

通 信 回線 が 利 用 さ れ る よ うにな る奄 の と思 われ る。

3.病 院 が,コ ン ピ ュ ー タ 利 用 に 積 極 的 な ヨrロ ッパ の 国 は,ス ウ ェ ー デ ン,デ
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ンマ ー ク,ノ ール ウ ェイ,イ ギ リス,ド イ ツ,ベ ル ギ 〒,フ ランスお よび ス

ペ イ ン等 で あ るが,全 般 的 にみ る と,現 在 の と こち事 務 処理 の面 での利 用 が

多 い よ うで あ る。病院 にお け る コ ンピ ュー タの 利 用 は,病 院 の規 模 と関係 が

あ る。す なわ ち,ス カン ヂナ ビア諸 国や スペ イ ンの病 院 は,お よそ750～

1,000位 の ベ ッ ド数 で あ るが,こ の程 度 の規 模 に な る とコ ン ピ ュー タの利

用 が成 功 して い る といえ る。 そ れ に対 して,フ ラ ンス,ベ ル ギ ー,イ タ リー.

等 で は,150～250ベ ッ ト程 度 だが,こ の規 模 だ とコ ン ピ ュ]タ の利 用

は む ず か しい よ うで ある。

バ ッチ処 理 を行 な う病 院 は,大 体,400～500ベ ッ ト数 以 上の 規模 で

あ り,事 務 管 理,会 計,在 庫 管理,給 与 等 が処 理 され る。 この方法 を とっ て

い る ヨー ロ ッパ の病 院 は全 体 の お よそ5～59・ 位 と見 込 ま れ て い る。

オ ン ライ ン.リ ア ル タ イム処理 を行 って い る ところは,ま だ 少数 で あ るが,

患 者 に関 す るあ らゆ るデ ータ を入 れ た大規 模 デ ー タ ・ス トレーヂ 装 置 を設 け,

中央 メモ リーを通 じて管 理,会 計,入 退院,X線 部 門,研 究 所等 々と リンク

す る。 なお,情 報 は,患 者 毎 に わけ られ て い る。

重 要 な問題 と してMedica■historyfi■eが ある。 この フ ァイル に詳

細 な 記述 まで 入 れ よ うとす る と莫 大 な記録 量 に な り,か つ,検 索が む ずか し

くな る とい うこ ともあ り,ま だ,成 功 は して い ない よ うで あ るが,医 師 は,

との 種 の ファ イル を希 望 して お り,研 究 が つ ×け られ て い る。

4.医 療 デ ー タ伝 送 に つ いて は さほ ど問題 は な く,た とえ ば,心 電 図 につ い て

も無 線 に よる伝 送技 術 が 開 発 され て い る。

他 方,分 析 関 係 へ の適 用 は,ま だ,普 及 して い な い。AKG(エ ディカル ・

カーデ ィオ.グ ラ ムス(ボ ー セ ン)心 電 図)分 析 に医 師 は努 力 して い る。 コ

ン ピ ュー タ と自動 分 析機 器 を備 え た診療 所 は,多 数 あ る。

5.若 い医 師達 は,専 門分 野 を更 に深 く研 究す る代 りに,コ ン ピ ュータを専 門
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に しま う と して い る。 これ は,医 師 が コ ン ピュ ータ を重視 しは じめ た証 左 で あ

り,医 療 シス テ ムをつ く りあげ るには,医 学 知 識 を もた ねばな らず,従 って,

病 院が 必要 と(して いる の は,三 ン ピュ一 夕 とか 分析 技 術 の原理 を修 得 じた医 師

で あ る。一般 的 に,医 師 の コ ン ピ ュー タ拒 絶反 応 は,コ ン ピ ュー タに 関す る知

識がない こと舳 来 してい る と思われ るカ㍉ これ については,㌧ ンピ_タ

'に とら て代 られ る こ とをお そ れ る よ うな医 師 は ,医 師 の 資格は な い 。 そ の よ う

な医 師 は,早 晩,コ ン ピ ュータ に とって代 られ て しま うで あろ う"と い う著 名

・な医 師 の発 言 が あ る との こ とで興 味深 い。

6iコ ン ピュー タ化 さ れ た診療 に対 す る患 者 の反 応 で あ るが,余 り問題 は な い と

い う意 見が つ よい 。

す な わ ち,一 般 的 に,いっ て患者 は コ ン ピュー タが ど こにあ るか知 らない し,

デ ィス プ レ イに よる問診 が,コ ン ピ ュー タ を意 識 させ て唯一 の場面 とな る。 こ

れ につ いて,イ ギ リス の あ る診療 所 で,産 婦 人 科 の患 者 にア ンケ ー ト質 問 した

中 で,"あ な た は問 診 の際,相 手 が 機 械 で あ る と き,医 師で ある とき,ま たは

看 護 婦 で あ る ときの い ず れが よいか.と きいた ところ大 多数 の もの は機 械 が よ'

い 、と答 え た そ うで ある。 これ は,プ ライバ シーの問題 が あるか らむ しろ非 人 間

的 な相 手 の 方 が答 えや す い とい うこ とで もあろ うが,興 味 あ る答 で あ る と思 わ

れ る。

次 に各 国 の医 学 ・医療 にお・け るデ ー タ処 理 の状 況 につ き,後 出 の ドイ ツ ・ハ

ノーバ ー大 学 シ ュナ イダ ー教 授 の 報告 書 を参 考 と しつS述 べ る。

ス .イ ギ リス ー

aイ ギ リス では,10年 程 前か らデ ー タ処 理 の 医学 分 野vak－ け る適 用 問題 に

着 手 して い る。.

シ ゴナ イダ ー教 授 は,そ の成 果 の うち,医 学 ドキ ュメンテ ー シ ョン,患 者

の ア イデ ンテ ィ フ ィ ケー シ ョン,大 型 デ ー タ ・バ ンクの構 造,臨 床実験 室 に
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'

ついてのモデル設置 に関す る ものを特筆すべ きもの とレて指摘 している。

イギリ蘂 いて .医療部門一の・ンピー 婿 入を検討し誰 勘

掌 る叫!DθPq「 七men七 〇f且 θaユ斑andSOcia1Sβcu「ityで あ

一 り,さ ら に,1969年 にSeCrθtary・OfStatefOr七heSOCial

S・・vr・e・ に よ?斑 ぱ れ たAd▽'・ 。・yCo㎜'七 七eeOnmed'caユ

Computing(讐MC)が あ る・ ま た・ この委 員 会 には・Sul)-eClnm'

_ttθeontnedefinitionofModuユarapp:Uca七iOnとSmall

ComputersAd▽isorア(}ro江P(SCAG)と が あ る 。

当 該 省 の 報 告 書(UsingOompu七 θrsTo]㎎rove且ea■ 七eServi

-ce)に よ れ ば
,同 省 は 指 向 す べ き コ ン ビ.一 夕 化 の 段 階 を5つ に わ け,

別表1の ように夫 々定義す る とともに,適 用の優先順位 を別表2の ように

定 め て い る(内 容 項 目は附 表 一1)が,そ の評 価 は別 表5に よって い る。'
ノ

ー方 ,技 術 的 方 法 お よび 利 用者 の イン ター ・フ ェイス の範囲 につい.て は,

夫 々,別 図1 .k・よび2が 示 され て い る。

ま た,5 ,Pt目 に わた る ガ イ ドラ イ ンを設 け,現flの 日程 表 を改善す る こ

.と に つ と め て い る 。

、
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、 TABLE1 (別 表1)

、

ー

や

心
ー

O

DEFINITIONOFTHREEPHASESOF

COMPUTINGPROGRAMME

Phase

PURPOSE

APPROPRIATEFOR

Applicationswith

1.:Diotentialimpact

inrelationto
'

necessaryeffort。

2.GoodcoGt/benefit
return.

Methodswithtechni,

calandoperatior・al

feasibilitv*
ノ

TASKS

!

Experiment

Todeterminewhich

applicationsand

alternativetechni-

calandoperational

methodstodeveloD

intoor》erationa1↓
systemg・

High

Uncertainbut

poss工ble

Possible

1.Develop◎pera-

tionalsystem

forsinglesite,

2.MeaGUでeand、

valuecostsand

benefits.

3.EstimatechangeG

quiredtobe

ceptableelse-

ere

Feasibility

IMplementationgenerally.

To'Gystems

Tocosts

Tobenefits

P

－一 }

Development Irnplemehtation
甲一

To developan◎P一 To inGtallsystemin

erationa15Vstem
ノ

otherorganizations・

for wide-spread
一

in呂tallation.

〉

括・,

'

1

`

'
,

High High

'

Probable

▼

Certain
、

「

Mediumtohigh Certain

■1A㎡

1, Developopera一 1, ム4akeminorloca1

tionalsy3tem rnodifications.

forger・era1UGe.

2. Rem6asureand 2. Insta11.

valuecestsand

benefit3.

'

、

nt/D6。 。1。pm。ntbut
〔

also estimatedfor

1

'

■





TABLE2

COMPUTERAPPLICATIONSGROUP

CATEGORIESOFPRIORITY

(別 表2)

FirstPriority:

-
凸

(乙

3

4

5

6

7

8

COMMERC脇LSYSTEMS

COMMUN工TYHEALTHREGISTERANDRECALL

SYSTEMS

HOSPITALIN智ATIENTORGANIZATIONSYSTEMS

HOSPITALOUT工)ATIENTORGANIZATIONSYSTEMS

I.ABORATORYSYSTEMS

MANAGEMENTSYSTEMS

MEDICALSTATISTICSS「YSTEMS

M工SCELLAN記OUSSYSTEMSA

SecondPriority:

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

COMMuNITYH記ALTHUNITδYSTEM3

HOSPITALIN]さATIENTSERVICINGS・YSTEMS

HOSPITAL()UTPATIENTSERVICINGSYSTEMS

PATIENTMEDICALRECORD-1{AND1INGSYSTEMS

PATIENTMONITORINGANDCLINICALMEASURE-

MENTSYSTEMS

PBARMACYSYSTEMS

THERAPEUT工CRADIOL()GYSYSTEMS

MISCELLANEOUSSYSTEMSB

ThirdPriority:

17.COMPUTER'-A工DEDCLINICA工2D互CISION-MAKING

SYSTEMS

18.DIAGNOSTICRADIOLOGYSYSTEMS

19.PHYSIOLOGICALSIGNALANALYSISSYSTEMS

ZO.MISCELLANEOUSSYSTE至 近SC

Thenumberingofapplicationgroupswithineachpriority

categ◎ryisfor'easeofreference◎nly.
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、

SECONDARY

、TABLE3

CRITER]AUSEDTOASSESSAPPLICATIONPRIOR1TY

(Numberedforeaseofreference◎nly)

`

(別 表3)

'
CR工TER工ON

1,Apparentlyfavourable

cost/benefitreturn.

2.Probabilityof

Implernentati◎n・

3.Highoperational

feasibility.

F・ …meapPli・ati・n・,・ 血a11・xp・nditu・e・nExp・ ・im・ntandD・v・1・pmentmayP・ ・ducela・g・n・tb・n・fitil・

duringImPlementation,perhapsbyobtainingsmallbenefitsinnumerouslocationsformanypatients・Altema-

tively,developmentexpense写naybedisproportionatetoeventualnetbenefits,that,alth.oughlarge,mayaffect

onlyasmallnumberofpatients....

'

Alth・ughth・predi'・t・d…t/b・n・fit・fExp・ ・im・nt・ndD・V・1・pm・ntf・ ・anapPlicati。n-m・th・dm・ ハ・・pPea・

reasonable,thepredictedhighcostofwide-spreadImplementationmayrnakeExperi'mentandDevelopmentless

jiユstifiable.'` タ
Usc-rdemandortheneedt◎maintainaserviceinthefaceoffallingstaffmaybeGohighthatanapplication'will

receivegreaterenthusiasm,supPortandcobperation.

4,Earlybenefits. Someapplicationsarelikely,asworkingsystems,tobringbenefitsearlierthanotheτs.

SuchGyきtemswillhelptoconvincethesceptics,willencourageprojectteams,andwi11・giveanearlierand

mOreVa1Uablere"CurnOninVeStment.

5:Impactonutilization

ofresources.

6.Relationshiptocurrent
　 　 ロ

COmpUteraCt1▽1tleS.

7.RelationshiptoI荘[S

integratiorL

Anapplicationwh◎semainimpactisonres◎urceutilizationshouldreceivegreaterweightthanothers.

Someapplicationsmaybegivenpreferencebecauseconsiderablemomentumandexperiencehavealreadybeen

builtup.

Unlessspecialattentionispaid.tothisproblem,healthcareinformationislikelytoremaininwatertight
、

compartmentsinspiteoftheintegrati皿.oftheseparatebranchesoftlneservice.＼
Computingcanandshouldbeusedtobreakdownthesebarriers .'

・3 .Furtheranceofother

policies.

9.Synergy.

Someapplicationshelptopromoteother .departmentalimprovernentpolicies,
ActivityAnalysisasatoolformanagement.

suchastheuseofHospita1

Someapplications,althoughnotlikelytohaveasignificantimpactontheirow五,areknowntobeessentialto

otherapplications,orarelikelytobesignificantwheriworkingwithotherapplications.
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FIGURE1 (別 図1)
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APPLICATIONGROUPS

APPENDIX1

(附 表1.)

Groupsarenurnberedforeaseofrefe;ence

andnottoindicatepriority.

1.Commercia1Systems

-Payroll

-Personne1士ecords

-Paymentofcreditors
,stores,

accounting.

finahcialandcost

2.CommunityHealthRegisterandRecallSystems

_Immuhization

rDisabilityregisters 、

-AgeandseXregisters

-Otherregistersandrecallsystems

-1V匡UltiphaSiCSCreeningSySte

、mS・

3・}王ospitalInpatientOrganization
.Syste .rns

ViVaitinglists

Admissions

Bedstate ●
Patientschedulingandrouting

Discharges.
'

.

4.Hospita10utpatientOrgani2ationSystems

-Appointments

-Registration

-Patientschedulingandrouting

-Discharges .'

5. Laboratory3ystems

-Testrequests

-V70rkschedules

－ 工nstrumentmeasurementandlbontrol・

-Resultcalculation

-Reportpreparation;∵ ・'

-Qualitycontro1 .

-85一

'

'



'

6,ManagementSystems

Responsibilitycostcentreacc6unting
　 　 　 　 コ

Subjective・cost・accountlng-'・'

Commitmen七aCcounting

Cashcontrol

Budgetarycontro1㌘

Resourceutilizationreporting.

,Effectivenes51(perfgrmance)r曾1～g云ting
、 ボ.

-Manpowerinformatign ,._ ,二.・,,1.・ ・,'

Projectcontro1 .・..・・、/:・ ・

Plantinventoryandplannedmaintenance.

7,MedicalStafisticsSystems

8.MiscellaneousSystemsA

－Bloodtransfusion、 ..

-Organmatching

.MedicinesComth.-ission.

ち

9.CommunityHealthUnit"Sys七ems

－Appointrnents

Registration

⇔VVorklists・..

Staffallocation

SUPPlyprovlslon

Summarypatientrecor(4 .:. .,,.tt

10. HospitalInpatientServicingSystems.'

Nurseallocation

Nursingorders

Drugprescription
コ コ

SuPPIyprovlslon

MenuPlanning・

11. Hq・pitalOutpati・ntS・rvi・ingSy・tems

Worklists

Summarypatientrecord

Staffallocation

-86一
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塩
【
「

l
l

l
し

－Supplyprovlslon'・

12.PatientMedicalRecord-HahdlingSystetns',・

-Summaryclinicalrecord'-"『 ・

-Extendedclinicalrecord:tt=.

-Integでatedpatientcarerecord

-Personalhealthrecord.

13.

14.

15.

i6.

、

PatiehtMonitoringandClinicalMeasurementSystems

-Monitoring

-Clinicalinvestigation

う
PharmacySystems

-Drugordering

-Drugrecords

_Stockcontro1

-Drugugagerecordingandcontro1.

TherapeuticRadiology3ysterns

-Appointments

-Scheduling

-Treatmentplanning

-Staffsafety.

MiscellaneousSystemsB、

コ 　
-Drugprlcmg

-SupPlyp・ 。vi・i・nandcent・alst・ ・i1・ ・upPly・

17.Comnuter-AidedClinicalDecision-MakingSystems

18.

19.

DiagnosticRadiologySystems

-Appointments

-Scheduling

-Resultreports

-Staffsafety.

PhysiologicalSignalAnalysisSystems

、

-Analy・is ・
二8,ご ・

、



＼

'

－Resultreports ・

20.MiscellaneousSystemsC

-Transportscheduling

-Researchfacilities .

/

三 詐

'

＼

..

.

、,

1

、

㌧
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` POSSIBLEMEDICALCOMPUTINGSCEME
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MedicalStaffAvailability,
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DischargelettertoG.Ps.

.

IN・PATIENTS、
Reg輌ster,WaitingList,'

Admissions,BedAlloca-

tions,Dischargesand

】etterstoG.Ps.

MEDICALRECORDS

Datatoandfroma1】

otherfunctionsofthe・

Administrativeand

ClinicalSuitesandto

theMahagementand
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≡ WARDANDTHEATRE

MANAGEMENT

Bedstate,Operatiog,

ListS,NurseAllocation,

LaboratoryTests,Treat-

ments,Diets,Drugs,

PatientMonitoring.
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Menu'planning,special

Diets,supplies,food

pricevarlation.
`

.

TRANSPORTSCHEDULING

Transportlists,availability,
`

demands,allocations.

'

MANAGEMENTACCOUNTING

Cashallocationsandexpend輌ture;

departmentalcosting,currentand

futurebudgetting.

,

、

〆.
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1
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'
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' 一

RESEARCHSTATISTICS
、

StandardStatisticalTechniques

forQualityControlandApplied

Research.
CLINICALSUITE

、

SUPPLIES

Stooklevels,usageanalysis.
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ADHOCRESEARCH

PLANNING,CONSTRUCTION, e.&MorbidityandEpjdemiology.

"ENGINEERING

CriticalPath.Analysis ,

C・mmissi・njng.

,

・

↑

刈
川詞

烈
裁

,.
完
に
.○嵯

バ
メ

'

ぷ
.

,
.,
.

、
・
〕

」

曝

ば
'〆
匿

PHARMACY

PATIENT

SCREENING
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'

OPERATINGTHEATRE

E.C.G.,EE.G.

andEM.G

DIAGNOSTIC

RADIOLOGY
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Cytology)Tests,

Results,Follow-up.
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IssuesandReceipts

andrecords.
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(BIOCHEMISTRY.
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WorkloadSchedules.

RadiaticonTreatment

Plannlng,Radiation

Protection.
'

,

PatientMonitoring,
'Pre -operationpro-

cedures.Staff

Availability,

theatredemands,

listsandchanges.

MedicalRecord

display.

Display.

Requests,Appoint-

ments,Analysis,

Results.

'

Isotopes.Radia-
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Requests,ApPoint・

ments,PreX・ray

diets,Resulωs.

Materials,Receipts

Usage,Stocksand

Ordering、
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6.以 下,シ ュナ イダ ー ・レポ ー トを参考 に しつS述 べ る。

(1)イ ギ リス におけ る医 学 分野 に おけ る プ ロ ジェク ト促 進 に当 っ ては,DP要

員の教育,医 学者の情報,連 絡等 の問題 に大 きな考慮がは らわれてい る点が

注 目され る。

(2)一 般 の病 院 の うち,こ の分 野 で の プ ロ ジェ ク トで最 大,か つ,最 も進 ん で

い るの は,在 ロンず ンの キン グス ・カ レ ッヂ病 院 とい われ る。 この プ ロ ジェ

ク トは,医 学 情報 システ ム を主 と し,工CL1905/Eを 用 い,か つ,約

20の 端 末機 器 と連 結 して い る。

また,在 ス トー クの バ ー ミンガ ム地域 病 院 本部 の 下 にあ る もの は,管 理 部

門 が 主 で あ り,こ こで も 工CLを 用 い て い る。

1」on(lonHospi七a正(London),QueenE=LizabethHospi七a=L

(BirminghaAm)に お いて も小型 のDPユ ニ ッ トを用い て 開発 が すXめ ら

れ てい る。 工ρndonHospi七aユ で は小型 の 皿io七803コ ン ピ ュー タ・

QueenE■izabethHOspi七a■ で はIBM1400を 夫 々利 用 して い る6

{3)こ の外 に多数 の計 画 及び オ フ ・ラ イ ン利 用 が あ り,特 に一 般 診療 所 の参 加

が考 え られ て い る。 この例 と して は,ExeterのDrPearsonの プ ロ ジ ェ

ク ト,Essexが あ るが,後 者 で は,Honeywθ1■516で 多数 の開 業 医 と

ロ ン ドン北 部 の小保 健 セ ン ター とを連 結 して い る。

お わ りに,イ ギ リス の医 療 部 門 にお け る コ ン ピ ュー タの利 用 につ いて 保 健

省 報 告 には,次 の よ うな構 想 図が 示 さ れて い る。
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8.a'フ ラ ン ス で は,1967年 か ら病 院 の コ ン ピ ュ ー タ リ ゼ ー シ ョ ン が は

じ ま っ た 。',

地 球 毎(28地 域)に 病 人 管 理 の た め の コ.ン ピ ュrタ ・セ ン タ ー が 置

か れ て い る が,保 健 省 は,コ ン ピ ュ ー タ 購 入 の た め の 経 費 は 政 府 が 支 出

し,コ ン ビ ∫三 夕の運 用 経 費 は セ ンタ ー負 担 であ る。,そ こで使 用 す る プ

・グラ嶋 保健省によりつくられる計蛭 な三根 力い 弍 ソ

フ トの互換性の噸 がが れている・㌍ ㌣ ターの太 き搬 能は病院

の 人事 管 理,病 人 管理(診 察 ア ポ イン トメン ト,入 院,支 払,薬 品,治

療 記録 等)お よび 在庫 管 理 で あ る。 な お,こ の セ ン ターは,公 立 病院 の

中 に設置 され て お り,そ の地 区 の他 の病 院 とは オ ン ・ラ インで結 ぶ計 画

で あ るが,現 在 は,・経 済上 の理 由 で パ ッチ処理 で あ る。 地域 間 の連 絡 は'

な く,夫 々,独 立 で あ る。.、T

刈 繊 内て は・1騨 の繊 鞭 って い るtos・ 他 は国 難 で あ る・

なま㍉1973午3月 には・ リオ ンの セ イター で実験 的 にIR工S6D

を使 ってNetWorkを つ く り・ 端 末 機 器 を設 置す るこ ζ とな って い る と

い う。

bコ ン ピ ュー タの医 学 部 門へ の適 用 は,プ ラ ン カ リキ ュール が開 始 さ れ

た ときか らこの 部 門 に 関心 が あった 。全 国 に150に の ぼ る医 学 情報 処

理 調査 グル ー プが あ ったが,そ の調査 内容 は,多 種 多様 で あ り,計 画 が

多 す ぎて,予 算,職 員等 に問題 が あ るの で,グ ル ー プの集 約化 が 行 な わ

れ てい る。 現在 は,パ イ ロ ッ ト ・システ ムの研 究 ・開 発が 実 施 され て い

る。

保 健省 の 中 に情 報 処理 委員 会 が あ り,メ ンバ ー として 情報 代 表 部

工RエA,匙 科学研 究所DGRST限 縮 究所)惨 加 してい る・

研究の特長(目 的は,全 国的 な も¢～)は,次 の とお り。

・)分 析研 究(LabO .ratO「iesAnqlyses)'… 躰 的 な研 究課題 で

あ り,適 用 に つ き 試 験 中 で あ る が,197.'5年 の5月 ～6月 に は,実
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施 す る。

b)心 電 図,脳 波(TraitementSignanex)

c)放 射能 医 学(MedicineNuc■ecure)'

Φ 病 人 の モ ニ 久 リン グ(Moni七 θring)

そ の他 の研 究 は,設 計 中で あ るが,医 者 は,他 人 の意 見 に同 調 しに く

.〈,'同 じ考 え方 に ま とま るこ とはむ ず か しい面 が あ る。

.なas・,参 考ま でに フ ラ ンス の 国立 病院 ρ ベ ッ ド数 は40方,私 立 病 院

は10万 との こ とで ある。..'1・一'、 ∵

病 院 は設 備 の選 択 を まか さ れ て い るが,、保 健 省 は,そ れ に対 し助言

(特 に,ソ フ ドウ ェアに対 し)を 与 え る立場 に あ る由 であ る。

既述 の病 人 管理 セ ンタ ーが,コ ン ピ ュー タを購入 す る ときは,情 報 処

理 委員 会 の許可 が必 要 で あ る。 セ ン タ.一の マ ジ ンは64K,2デ ィス

50Mバ イ ト,2テ ー プが最 小 シス デ ム との こ とで あ るポ

なお,ラ ク ラ ンクでの 説明 に よる と,フ ラ シス では 病 院 の一 般 管 理 の

面 が 治療,分 析 等 の面 」 りもすSん でら る との 亡 とで あ.○た;

ガン研 究所(InstituteGustaveRossy－ パ リ近 在 〉では,ガ ン

.の 診 断 治 テ ム(口 囲喉 ガ ン活 ガ ン)を 実 験 中 で ある・ パ うの は・ こ

の種 の ガンの治療法は比較的単純 であるか らとい う。

健康保険 には,病 人管理 センターのデ ータは,ま だ使われていない由

である。

9.a西 ドイ ツにお いて は,医 学 部 門 におけ る コ ジ ピュー タに よるデ 一一タ処

理 は,5N6年 前 か らは じまっ た 。 しか しジ 現 実 には,医 療 部 門へ のE

DP導 入 は,あ ま り進 ん でお らず,諸 計 画 の 進 展 は;こ ん ごに属 す る。

それは,医 療部 門は,産 業部 門 とちb:い,EDPに よる合理化が倫理

の問題 とか らむので中々むずか しい面が あるか らで もある。

なお,ド イツお よび主要国の医学分野 におけ るデニタ処理の利用 につ
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◆

い 二〔は,ハ ノ_バ_医 科 大 学生物 計測 学 科 シ ュナ イダー教授 の連 邦教 育'

科学 省 に対す る報告 書"StudieUberdie.AnwθndungdbrDat

・-enverarbei七 ㎜9
、inderMedizin・vOnB・Sc㎞eideぎ"

(上 記 研 究報 告 書 は,別 途,当 協 会 か ら刊 行 の 予 定 であ る)に 詳 細 に述

べ られ て あ るの で;'そ れ にゆず る こ と と し,こXで は,こ の報告 書 か ら

摘 記 して簡潔 に述 べ る。

ドイ ツに おい ℃ 医 学 関係 分野 で,デ ー タ処 理 利 用が著 しい成 果 を あ
、 ←

げ うる と考 え られ て い るの は 次の 分野 で ある。

O専 門 医 療

ア 実験 診 断 学'

イ 原子 力医 学

ハ 機 能 診断 学 お よび一 般 バ イオ シグ ナル処 理 ・/

ゴ 医 師 の 診断,療 法 援助

ホ 特 別 医療 装 置(た とえば,甲 状膜 診 断,ヒ ン トゲ ン診 断,モ ニ

タ リング等)

○ 患 者 の看 護 組 織,管 理 目的

ア 病 院 管理 ,、

イ 病 院機 能 コ ン トロール

ウ 予 防 検査,予 防 医学

病 院 間,病 院 ・診療 所 間 の情 報 の 流 れ の総 合化

○ 超 地域 的 な医 学 情報 ・報告 システ ム

ア 資料 ・記 録

イ 特 殊 な危 険 情 報 シス テ ム(た とえ ば,中 毒 等)

ウ 医 薬 品 監 視

工 保 健政 策 に関 す る重要 デ ー タ ・バ ン ク(た とえ ば,診 断総 計)

以 上 のデ ー タ処 理 利 用 を開発す るには,特 別 研 究 プ ロ ジ ェク ト,技 術

開 発 プ ロ ジェ ク ト,デ モン ス トレー シ ョン ・プ ロヂ ェク トの促 進 が 必 要
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とざれ て い る。 ・

b現 在,一 ドイツの病 院・でEDP方 式 に よる管理 を実施 して い るのは数 ケ

所 にす ぎな い。zまた,EDP利 用 に よ る治療 は,ま だ な い。 救急 治療 に

つ い て も同様 で あ る。各 種機 器 の 開発 は,研 究所 が す ＼め て い るが,M

卜Eの 養 成 は重 要 で あ り
,こ ん ごは,文 部 省 が所 管す る こ と とな る。

EDP方 式 の 医学 分野 へ の導 入 につい て は,新 しい方 式,プ ロジ ェク

トの開発 は 科 学技 術 省(た だ し,当 調 査 団 が往 訪 した72年12月15
ク

日に,偶 々,ド イ ツ政 府機 構 の改編 が あ り,こ の 日以 降`従 来 の科 学 技

術 省 は研 究 技 術 者 とな り,そ の機 能 の一部 は,教 育 省 内務 省 へ移 管 さ

れ るこ とXな った。)が 担 当 し,そ れ らの実 際 へ の適 用 は,保 健省 が あ

た る こ とXな って い る。

なお,大 学 にお い て開発 中 の プ ロジ ェ ク トは 次 の とお りで あ る。(シ

ュナ イダ ー教 授 レポ ー トに よる)
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1Qaス ウ ェーデ ンでは,15年 前 か ら コン ピュー タを医療 分 野 で使 いは じ

め たが,こ の 国 で は,医 療 の コ ン ピュー タ化 につ い ては,病 人 が適 切 な

治療 を うけ られ る こ とを シス テ ム開発 の大 きな 眼 目 と してい る。

こSで 注 目す べ き こ とは,個 人 デ ータ を収録 す るデー タ ・パ ンクの設

置 は,政 府 の許 可 が 必要 で あ り,国 会 は政 府 に対 し,公 共 的 お よび 個人

的 デ ー タ ・バ ンクの設 置 を停止 してい るこ とで あ る。 これ は,プ ライバ

シ ーの 問題 に由来す る由 で あ る。

b医 療 部 門 におい て コ ン ピュー タを使 用す る ようにな っ た理 由は,今 更,

い う ま で もな い こ とで あ るが,次 の事 実 が あげ られ てい る。

す な わ ち,

① 医 療 費 が激 増 して きた こ と

② 医 療 関係 デ ー タが複 雑 化 して きた こ と

③ 病 院 内各 部 門 間 の連 絡が むず か し くな って きた こ と

④ 運 営 費が 増 加 して きた こ と

⑤ 血 液 銀行 の運 営 が他 の方 法 で はむ ずか し くな った こ と

・ ス ウーザ ンの特 色 とし㍗ 一ナイダー教授は・次の ろ点 をあげてい

る 。

アDanderyd病 院 におけ る病院 情 報 ・管 理 業務 のた め の大 型 タ イ ム

シ7リ ング ・シス テ ムの設 置

イKaroユinSka病 院 にお け る胸部 外 科 に つい て の医 師 情報 システ ム,

医学 所 見 の把 握,医 学 ドキ ュ メ ンテ ー シ ョン

ウ ウ プサ ラ大 学地 方 セ ン ターに おけ る実 験 の ため のDPユ ニ ッ トの 開

発・.操 作

dス ウェ ーデ ンに おい て は,あ る地域 の住 人 は,当 該 地 域ap指 定 病院 へ

行か ねば な らな い。 そ こで病 院 に大 規 模 ファイルが あれ ば,そ の他 域 の 医

師 は,端 末機 器 を用 い て,そ の フ ァ イル にア ク セスで きるわ け で,一 部

には実施 されて剖 ・ また・医師は家庭か ら'ン ピ・一夕を利 用 し㌣ る・
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ス ト ッ ク ホ ル ム の カ ロ リ ン ス カ 病 院 の

KSプ ロ ジ ェ ク ト

tKSプ ロジ ェク トは,若 干 の 仮設 の 上 に な りた って い る とい う。す な わ ち,

① 患 者 は治 療 を うけ る前 に,ど こが 悪 い のか 調 べ を うけ るが,こ の 部分 は,

デ ー タ処理 技 術 が 利 用 で き,そ れ に よ り,実 際 の治 療 に要 す る時間 が短 縮

で きる。

② 治 療 期間 中 にお いて も,コ ン ピ ュー タは,テ ス トや 診 察 を経 済 的 に行 な

い うる。 この 結 果,患 者 に と り無 駄 な 時間 を減 ら し,病 院 の リソー ス の有

効 利 用 と もな る。

③ コ ン ピュー タに収集 ・記 録 さ れ たデ ー タは,実 際 に行 なわ れた 治療 を チ

ェ ックす るため の統 計 を作 成す るの に使 用 で きる。

現 在 の計画 は,以 上 の仮 説 をテ ス トす るため につ く られた もの で あ り,次

にかSげ る項 目は,計 画 シス テ ム を更 に発展 させ る ため シζ必 要 な基 本 的条 件

で あ る とされ て い る。 馳 ラ

'① デLタ 収 集 お よび 伝 送 シス テ ムは
,必 要 な デ ー タの記録 と コン ピュータ・

アウトプットの配 分 に必要 で あ る。 質 問 は,フ ォーヘ カー ド,紙 テ ー プ,光

学式 読 取,端 末 機 と同様,こ の 目的 に用 い られ る。

② ア ク セス ・タ イ ム,量,処 理 の可能 性 に対 す る技 術 的,経 済 的 に合 理 的

な要求 を満 た す た め には,デ ー タ ・バ ンクが 必要 とな る。

デ ー タ ・バ ン クは,中 央 ま たは地 方 の医療 フ ァ イル ・シス テ ムの一 部 と

して設 計 され る。

③ 病院 の いろ い ろ な レベル で の組織 化 が 必 要 で あ る。 す な わ ち,デ ー タの

収 集ジ デ 一 夕 ・バ ン クの 創 設 お よび維 持 を容 易 に した り,コ ン ピュー タ化

計 画 を管 理,実 施 す る ため で あ る。

自動 化 の結果,人 間 に対 す る注意 が な お ざ りに な る ご とが あ るが,愚 老 が

処 理 過 程 の 中心 で あ る こ とを忘 れ ては な らない 。 システ ムは,結 局 の とこ ろ,
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患 者 に奉 仕 す るため の もの で あ る。大 量 の管 理 事 務が 単 純化,自 動 化 され,

また は,他 の医 療 関 係 者 の手 に よっ て処理 さ れ る よ うに なって も,お そ ら く

ホ ー ム ・ドク タ ーは,再 び姿 を現 わす で あろ う。

2.デ ー タ ・バ ン ク の 役 割

ー

ユ

患者の蓄積
ア タ

医

師

ソ ー セ ス の

計 画 ・予 定

サ ー ビ ス ・ユニ ッ ト

研 究 所

5.患 者 と病院 の関係 一 現在 と将来

(現 在)患 者 → 家庭医 →(レ フェラル ・ノー ト)→ 診療所

→ 〔化 学病理検査〕 → 〔心臓研 究所〕 → 〔X光 線〕 → 分析

記録 → 診療所
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(将 来) 患 .者_

患 者 あ て 指 示

質 問 に 対 す る答

(註)

病 院 管理 セ ン ター

は,HAO(Hospi七aユ

A∂minis七ra七ive

Center)は,医 師,看

護 婦,物 件,高 価 な 設備

等 を効果 的 に配 分 す るの

が 目的 。

コ ン ピュー タに接続 し

た デ イ プ レイ端 末 機,プ

リンテ ィ ング ・ター ミナ

ル,づ ンチ ング ・マ シン

等 が使 用 され る。

X線 部

心臓研究所

化 学 病 理 検 査

1

戸

O
o◎
ー

病 院 管 理 セ ン タ

事 務 職 員

。患 者 か らの回答 受 領

。オ ン ライ ンに よる登録

・質 問 デ ≒ タ をデ ー タ ・パ ン

ク に追 加

。オ ン ラ イ ンに よる予 約 実施

。レフ エ ラル ・ノ ー ト準備

。患者 あて指 示 発 送

医 師

・追加検査指

示

デ タ ノこ ン

剰

Ψ

ク



A

前図を整理す る と次の とお り。

患者(病 院 どの接触 開始)

O

O

O

O

O

登録 フォ ームを含む全質問表を病院か ら受領

質問 に対 し回答

往院指定受領

分析のため研 究所へ

担当医面接

病院管理 センターの事務職員

(レ フ ェ ラル ・ノ ー ト受領,患 者 フ ァイル 開設)

・ セ ン ター医 師 か ら指示 を うけ る

。 患者 に各 種 文書 を送付

o愚 老 の 全 デ ー タ登録

。 往 院 日 リス ド作 成

・ デ ー タ ・バ ンクに情 報 印刷 を指令

病 院 管理 セ ン ターの医 師(レ フ ェ ラル ・ノ ー ト受領)

・ 患者 の問題 点 を明確 化 し,記 述 す る

。 治療 の種 類,担 当看 護 ス タ フ,追 加 を要す る情報,郵 送す べ き質

問,必 要 な初 期 記録,作 成 さ るべ き研 究 所 の分 析等 に つ き決定

。 上記 処 置 の期 日の決 定

責任 担 当 医 師 と看護 婦

。 患者 の 分 析 と治療 に 当 る

な お,カ ロ リンス カ病院 で は,KSプ ロジェ ク ト用 にIBM560モ デ

ル40を 使 ってteり,多 数 の入 出力装 置が 連 結 さ れ てい る。

デ ー タ ・バ ン クには,能 力 の大 きな外 部記憶 装 置が 必要 で あ るが,工B

M360の デ ィス ク ・オペ レ ーテ ィ ング ・シス テ ム(DOS)が 中央 処理

装 置 へ の入 出力 を管 理 した り,ユ ーザ ーの プ ログ ラ ム処 理 をチ ェ ックす る

の に使 われ て い る。 この た め,マ ル テ ィ プ ログ ラ ミン グや リアル タイ ムが
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でき る こ とyな る 。

そ の他,患 者 か らス タ ー トす る医 療 の各 段階 につ い ての記 述 は,興 味 深

いが,こNで は,省 略す る。

,
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Vそ の 他

往 訪 個 所 ぼ20を こえた が,そ の うち,5つ につ いて略 述 す る こ と とす る。

1.Oen七raユCompu七erAgenOy(中 央 コ ン ピ ュ ー タ 府)

(1)1972年4月1日 に 行 政 事 務 省(CivilSer▽icθDepar七men七)

内 に 新 設 さ れ,行 政 関 係 の コ ン ピ ュ ー タ ・ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 関 し て 中 央

政 府 に 対 し責 任 を 負 う も の で あ り,下 記 の6部 か ら成 っ て い る 。(長 官:

S七e▽ensSpain氏)

。 プ ロジ ェク ト部 一 複 数 の省 庁 に またが る プ ロ ジェク トを総 括 す る。

・ 一 般 政 策部

。 財 務 管 理部

。 長 期 計 画部 一 短 期 計 画 は プロ ジェ ク ト部 が担 当す る。

。 購 入 部 一 中央 政 府 の管轄 に は20 ,0台 の コ ン ピ ュー タが あ り,金 額

に してハ ー ドウエ アは2,000～3,000万 ポ ン ド,ソ フ トウエ アは

5,000万 ポ ン ドに及 ん で い る。

・ 技 術 援助 部 一 行 政 事務 省 内 ばか りで な ぐ他 省 庁 に対 して も技 術 援 助

を行 なっ てい る。た とえば,購 入 部 が 買 い入 れ るハ ー ド ・ソフ トが 必要

要 件 や仕 様 に合 致 して い るか どおか,ま た契 約 に沿 って い るか な どをチ

ェ ッゾ した り,納 入 時 の テス ト ・ラン を行 な った りす る。

技 術 援 助部 は,更 に① 機器 構 成 拾 よび周 辺機 器,◎ ソフ トウ エア技 術,

③ システ ム技 術 の3グ ル ー プに分 か れ て い る。 一

将 来,第2の グル ー プを ソ フ トウエア技 術 グル ープ とモ ニ タ リング ・

グル ープ に細 分 し,ハ ー ドウエア と同様 に,ソ フ トウエ ア を購 入,モ ニ

タ して品 質 管理 を して行 こ う と考 えて い る。 第3の システ ム技 術 グ ル ー

プは,た とえば,デ ー タ ・ベ ース管理 システ ムや シス テ ム評 価 手法 の 開

発,ま た,コ ミュニケー シ ョンの よ うに各省 庁 に共 通 した問 題 と と り組 ん
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でい る。

(2}各 省 は個 別 の プ ロジ ェ ク トの設 計 ・開発 に は あ くま で責 任 を持 つ が,C

CAの 役 割 は.中 央 政 府管 轄 内(公 立 大 学 を含 む)で 進 行 してい る多数 の

プ ロジ ェク トとを監視 し,そ の方 向 づ け を した り,サ ポ ー トした り.シ ス

テ ム評価 を行 なっ た りす る こ とに あ る。

2.質1eBri七ishCOmputerSocie七y

(Vと の協 会 は,コ ン ピ ュー タ部 門 の実 務 家 を代 表 す る団体 であ り,1957

年 に設 立 された。 そ れ ま でに,科 学 や技 術 部 門 の関係 者 と工 業 や 商業 の関

係 との 間で接 触 が深 め られ て きて いた 。 これ らの 関係 者 グル ープ は定期的

に 会 合 を持 ち,情 報 や意 見 の交 換 を し,こ の協 会 の主 力目的 の ひ とつ で あ

る コ ン ピュータ の知識 や技 術 の発 展 お よび利 用 をい か に促進 させ るか につ

い て 討議 をか さね て きた 。;

1.968年 に専 門機 関 を設立 し,入 会希 望 者 のた め評 議 委 員 会 に よる詮

衡 を開始 した。最 初 の 詮衡 は,1969年4月 で,90名 の希 望 者 が あっ

た 。1971年 ま で に,そ の数 は300名 増 え,希 望 者 は連 合王 国 と同様・

ダ ーバ ン,香 港,シ ン ガポ ール で も論 衡 を うけ た 。

(2J1968年 には,ま た,評 議 委 員 会 は倫 理綱 領 の制 定 に着 手 した が,

1971年2月 に評 議 季 員 会 で承 認 さカ。 か つ,会 報 に発表 され た。 当協

会 は評 議 員が 言 った よ うに,多 くの企 業 が依 存 してい る記録 が ま すま す コ

ン ピュ ー タ実 務 家 の手 中 にお さめ られ つつ あ るこ とや。 ま た,保 健 や 財政

と同 じ く重要 な この分 野 で は,専 門 的能 力 や完 全性 が求 め られ る こ とを十

分 わ き ま えてい る。

一 個 人 お よび 公共 の福 祉 の 問題 は,大 き な重 要 性 を もっ て きた 。 コ ンピ ュ

ー タ技 術 の発 展 に よ り,最 大 の利 益 を得 る とい うこ とが 認 め られ て きつつ

あ り,よ り大 きな装置 が必 要 となっ て ぐるbこ の装 置 は い ろ いろ な形 で一

般 の人 々の生活 に影 響 を与2.る で あろ う。そ えゆ え,管 理 の た めの必 要性
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が高 ま りつ つ あ るわけ で あ る。

{3)現 在,施 行 され てい る倫 理 綱領 の主 な もの は次 の通 りであ る。

・ ひ き うけ た 仕事 に は全責 任 を負 う。

。 いか 在 る場 合 で も誠 意 を もっ て行 う。

。 機 密事 項 を任せ られ た ときは,慎 重 に行 動 す る。

。 ア ドバ イ ス を与 亥.る と きは,公 明正 大 に行 う。

(4)次 に,協 会 の季 員 会機 構 図 を示 す 。

L
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5.工BMラ ・ゴー ル研 究 開 発 セ ン ター一

(1)同 セ ン ターは,そ の前 身 で あ るパ リ研 究所 が1950年 代 末 に い た って手

狭 に なっ た こ とに よ り,フ ランス政 府 の産 業 分散 政 策 に の っ とって現 在地

に移 転 して来 た もので あ る。 ニ ース を選ん だ理 由 は,首 都 に.も匹 敵 す る よ

うな社 会的,文 化的 に進 ん だ都 市 が あ るこ と,ニ ー ス大学 に 自然 科 学 部 が

新 設 さ れ産学 協 同 の推 進 が容 易 に なっ た こ と,環 境 が快適 な こ とが あげ ら

れ る。 ■

移転 は{961年12月 か ら翌 年 の8月 にか けて 行 なわ れ た。 パ リの ユ

ネ ス コ本 部 ビルを手 が け た マル セル ・ブ ラウ ァの設 計 に よる ユ ニ ーク な建

物 内 には現 在1,200の 職 員 が働 い てい るが,そ の 中の300人 が 家族 ぐ

るみ パ リか ら移 住 して来 た こ とは注 目され る。

(2}ラ ・ゴール研 究 所 が最 も力 を注 い でい るの は デ ー タ処理 へ の通 信 の応 用

で あ り,コ ン ピュー タか らコ ン ピ ュー タへ の通 信 の研 究 が フ ラ ンス の国立

通 信 研 究所 をは じめ とす る全 ヨ ー ロ ッパ の通信 サ ー ビス と共 同 で進 め られ

て い る。

1962年 に大 西洋 をへ だ て て初 めて行 なわ れた コ ン ピュ ータ～ コン ビ
●

ユ 一夕通 信 は,ニ ュL-・一ヨーク州 エ ン デ ィコ ッ トに設 置 され た 工BMl401

と,ラ ・ゴ ー ドの同型 の コン ピュ ー タ との間 で,テ レス タ ー通 信衛 星 を通

じて行 なわ れ た もの で あ った 。

・また
,1964年 に発 表 され た 工BM7772音 声応 答 装 置 も,ラ ・ゴ

「ル研 究 所 が生 み 出 した もの で あ る。

(3)最 近 の業績 として は,あ らゆ る種 類 のMODEM,航 空 管 制 用 の特殊 の

端 末 機,郵 政 ジ ャイ ロ ・シス テ ム.各 種 の銀 行 シス テ ム,工BM5965

リモ ー ト ・コンセ ン トレー タ,工BM3968コ ミ ュニ ケー シ ョンズ ・コ

ン トロ_ラ,エBM2750音 声 ・デ ー タ変換 シス テ ムの 開発 な どが あげ

られ る。

更 に,同 セ ン ター は 自動 コ ンバ ー ジ ョン ・プ ロ グ ラムの開 発 も行 なって
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お り,AL(}OL,COBOL,FORTRANをPL/1・ に 自動 転換 す

る プ ログ ラム を開発 して い る。 また,最 近 で は古 い世 代 の機 種 の ため に書

か れ た プ ログ ラム・を シ ス テ ム360や シス テ ム37D用 に書 き換 え る エ ミ

ュ レー タ ・プ ログ ラ ムを開発 した.
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